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ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。

いいもの みぃ～つけた！　vol.33　社会福祉法人 大田幸陽会 まごめ園
　　　　　　　　　　　　　　 　地域で愛される焼き菓子や雑貨たち
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もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。 ◎福祉等に

従事する非
営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる
団体は…

加者全員とは…
被保険者（

補償の対象
者）※営利企業

（株式会社
・有限会社

等）が実施
主体である

行事は補償
の対象外と

しています
が、

　営利企業
が非営利で

行う社会貢
献活動に限

り補償対象
とします。

令和3年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加対
応型）とは

国内におい
て、福祉活

動やボラン
ティア活動

などを目的
として、ま

たは、市民
活動の一

環として、
非営利の

団体が主
催

する行事参
加中に

①行事参
加者が偶

然な事故
でケガを

した場合
の傷害補

償

②行事主
催者が行

事参加者
など他人

の身体や
財物に損

害を与え
、行事主催

者が法律
上の賠償

責任を負
った場

合の賠償
責任補償

の２つの補
償がセット

になった保
険です。

◆行事保険
（当日参加

対応型）は
、下記の点

が「行事保
険」と異な

ります。

１申込時点
で名簿の備

付が不可能
であるが、

当日であれ
ば名簿（氏

名のみ）の
備付が可能

な行事に対
応できます

。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行事
保険」の1

日行事区分
「a行事」

の範囲の行
事となりま

す。

３往復途
上の補償

は、ありま
せん。

４お申込
み時に人数

が確定して
いる必要は

ありません
が、予定さ

れている定
員数でお

申込みくだ
さい。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（
フルネーム

）が記載さ
れた名簿を

作成いただ
くことが必

要です。

※事故発
生時には、

参加者全
員分の名

簿が必要と
なります。

行事保険

行事保険（
当日参加対

応型）
のご案内

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした

②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を

　与えたことにより、損害賠償問題が生じた①、②の場合を補償する保険です。

令和3年4

ボランティア保険とは

ボランティア保険のご案

令和3年度版

東京ボランティア・市民活動センター 40周年スペシャル

変わりゆく社会と
ボランティア・市民活動

インタビュー 　誰もが参加できる仕組みづくりを
　　　　　　～東京・多摩リサイクル市民連邦の活動をふりかえって～
◇江尻京子　NPO 法人 東京・多摩リサイクル市民連邦 事務局長

11

『ネットワーク』でふりかえる 40 年19

対談 　ボランティア・市民活動のダイナミズムと
　　 　新たな舞台へ向けて
◇早瀬 昇　 　社会福祉法人 大阪ボランティア協会 理事長
◇山崎美貴子　東京ボランティア・市民活動センター 所長

3

寄稿 　NGO の今まで、現在、そして未来
◇市川 斉　公益社団法人 シャンティ国際ボランティア会 地球市民事業課長

15

セルフヘルプという力　第 29 回　存在価値を取り戻し、社会的孤独を解消したい
　　　　　　　　　　　　　　～家から出られない外出困難を経験して～
　　　　　　　　　　　　　　　　　  つやかさん
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東京ボランティア・市民活動センターが1981

年に開所＊してから 40 年が経過しました。

これまで、地域コミュニティのさまざまな問題

をはじめ、阪神・淡路大震災や東日本大震災

に代表されるような大規模な災害や、環境問

題、まちづくり、国際協力や多文化共生、生

活困窮など、実に多種多様な社会の課題や問

題をきっかけに、常に新たなボランティア・市

民活動が生まれ、広がり続けています。

そして現在、市民とボランティア・市民活動は、

これまで経験したことのないコロナ禍という新

たな問題に直面しています。

今号から数号にわたり、対談やインタビュー、

寄稿の他、特別ページを設け、この数十年の

流れの中で、私たちの社会が経験してきたこ

と、そして市民がボランティア活動や市民活動

としてどのように関わってきたのかを振り返り、

あらためて、これからの市民社会に向けて考

え、行動していきたいと思います。

*当時の名称は「東京ボランティア・センター」

〔
特
集
〕 

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
40
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

変
わ
り
ゆ
く
社
会
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

※写真はすべて本誌バックナンバーより。
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特 集   変わりゆく社会とボランティア・市民活動

法
）が
で
き
、２
０
０
０
年
代
は
市
民
と

行
政
の
協
働
と
い
う
時
代
に
入
り
ま
す
。

僕
は
、
２
０
０
９
年
に
退
職
し
て
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
り
、一
昨
年
、大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
理
事
と
な
り
ま
し
た
。

―
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
Ｔ
Ｖ
Ａ

Ｃ
は
、
情
報
交
換
を
し
た
り
、
並
走
し
て

き
た
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

山
崎
　
私
が
所
長
に
就
任
し
た
と
き
、一

番
先
に
あ
い
さ
つ
に
伺
っ
た
の
が
大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
し
た
。
お
お
さ
か
行

動
す
る
障
害
者
応
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

が
活
発
な
時
期
で
、事
務
所
に
は
障
害
の

あ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
当
時
の
事
務
局
長
の
岡
本
先
生
は
、

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
お
金
の
流
れ

や
、運
営
に
つ
い
て
の「
肝
」に
つ
い
て
話

を
し
て
く
だ
さ
り
、「
こ
の
活
動
に
入
る

覚
悟
は
で
き
て
い
る
の
か
」と
聞
か
れ
て
、

胸
に
刃
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
、私
の
原
点

だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
岡
本

先
生
が
築
き
、そ
し
て
早
瀬
さ
ん
で
花
開

き
、職
員
の
方
々
は
必
要
な
と
き
に
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
発
す
る
、尊
敬
す
べ
き
皆
さ
ん

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
１
９
７
０
〜
80
年
代
は
、
障
害
者
の

自
立
生
活
運
動
、
そ
し
て
国
際
協
力
・
環

境
に
関
す
る
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た

時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
早
瀬
さ
ん
は
ど
の

よ
う
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

早
瀬
　
僕
に
と
っ
て
は
、障
害
者
自
立
運

動
が
一
番
印
象
的
で
す
。
僕
は
、大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
関
わ
る
ま
で
障
害

者
の
人
た
ち
と
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
地
下
鉄
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
だ
す
の
は

１
９
８
０
年
代
で
、そ
れ
以
前
は
階
段
し

か
な
く
、障
害
の
あ
る
人
た
ち
は
移
動
を

制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
学
生
だ
っ

た
の
で
時
間
が
あ
り
、障
害
者
運
動
の
事

務
局
長
を
務
め
ま
し
た
が
、障
害
者
の
人

た
ち
に
発
言
し
す
ぎ
だ
と
よ
く
怒
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
大
阪
を
は
じ
め
関
西
エ
リ

ア
に
自
立
障
害
者
集
団
友
人
組
織
関
西

グ
ル
ー
プ
・
ゴ
リ
ラ
と
い
う
団
体
が
あ
り
、

障
害
者
の
自
立
や
障
害
者
差
別
に
対
す
る

運
動
を
健
常
者
の
立
場
で
応
援
す
る
趣
旨

で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、障
害
者
の

方
の
中
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
力
さ
え

出
せ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま

し
た
。

当
時
、『
月
刊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う

情
報
誌
で「
障
害
者
言
い
た
い
放
題
」と

い
う
座
談
会
を
し
て
、い
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
偽
善
的
か
と
い
う
内
容
が
掲
載
さ
れ

て
、大
き
な
反
響
が
あ
り
、大
阪
府
庁
な

ど
へ
行
く
と「
あ
、あ
の
記
事
の
…
…
」と

余
り
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
と
の
関
わ
り
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

早
瀬
　
僕
が
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に

出
会
っ
た
の
は
１
９
７
３
年
で
す
。
大
学

１
年
生
、18
歳
の
と
き
で
し
た
。
そ
し
て
、

職
員
に
な
っ
た
の
は
１
９
７
８
年
。
40
年

前
の
１
９
８
１
年
は
国
際
障
害
者
年
で
、

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
参
加
す
る
福
祉
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）を
発
行
し
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
僕
の
活
動
は
、こ
の
本
の
編

集
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

１
９
８
９
年
に
岡
本
榮
一
先
生
が
事
務

局
長
を
退
任
し
、１
９
９
１
年
に
事
務
局

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
前
年
に
、ア

メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｅ
世
界
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
*1
に
参
加
し
、企
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
新
し
い
視
点
、

僕
か
ら
し
た
ら
目
か
ら
鱗
と
い
う
状
況
を

見
て
い
た
の
で
、１
９
９
１
年
に
企
業
市

民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、１
９
９
４
年
に
は
全
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究
集
会
を

大
阪
で
開
催
、そ
の
翌
年
に
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
こ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災 

被
災
地
の
人
々
を
応
援
す
る
市
民

の
会
を
立
ち
上
げ
、今
で
言
う
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
大
阪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
が
担
い
ま
し
た
。
こ
の
震

災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
後
押
し

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法（
特
定
非
営
利
活
動
促
進

「誰でも乗れる地下鉄をつくる会」の
活動の様子。 1970年代。
※4～9ページの写真は
  大阪ボランティア協会提供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
新
た
な
舞
台
へ
向
け
て

対談

早
瀬 

昇 

（
社
会
福
祉
法
人 

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会 

理
事
長
）

山
崎
美
貴
子 

（
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

所
長
）

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー（
以
下
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）が
、東
京
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
た

の
は
１
９
８
１
年
。 

こ
の
40
年
を
ふ
り

か
え
る
と
、そ
れ
は
ま
さ
に
激
動
と
言
う

ほ
か
な
い
時
代
の
流
れ
で
し
た
。
そ
の
激

動
に
呼
応
し
、必
要
に
迫
ら
れ
て
、多
く

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
所
長
を
務
め
る
山
崎
美
貴
子

の
対
談
に
よ
り
、社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ふ
り
か

え
り
、次
の
変
化
に
向
け
て
い
か
に
踏
み

出
し
て
い
く
べ
き
か
、読
者
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

市
民
活
動
が
開
花

～
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年
代

―
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
は
今
年
で
40
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
は
、

40
年
前
か
ら
の
取
り
組
み
が
続
く
一
方

で
、
す
そ
野
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
、

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
活
動
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
り
、新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ

た
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
お
二
人
に
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
こ
れ
ま
で
と

現
在
、そ
し
て
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
早
瀬
さ
ん
の
40
年

の
市
民
や
市
民
活
動
団
体
が
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
は
新
た
な
取
り
組
み
を
生
み
出
し
、

そ
の
積
み
重
ね
の
上
に
今
の
わ
た
し
た
ち

の
社
会
は
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

と
出
会
っ
て
か
ら
40
年
以
上
、関
わ
っ
て

き
た
早
瀬
昇
さ
ん
と
、１
９
８
６
年
よ
り

ボランティア・市民活動
40年の変遷 

～ ボランティア・市民活動に関連する
大きなできごとや動向 ～

●1970年代～1980年代にかけて

・障害者自立生活運動の発展

・環境問題や国際協力系のNGOによる

    活動等が活性化

・若者のボランティア参加の始まり

●1990年代

・企業の社会貢献活動が活性化

・阪神・淡路大震災を機に、災害ボラン

    ティアの全国的な顕在化

・NPO法の誕生

●2000年代

・協働、中間支援という考え方の広がり

・コミュニティ、つながりの破壊と喪失が

    浮きぼりに

・生活困窮の課題が顕在化

●2010年～

・東日本大震災を経て、災害ボランティ

    アのさらなる広がりと浸透

・こども食堂の急速な広がり

・コロナ禍による寸断・分断による

新たなつながりや活動の創出
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法
）が
で
き
、２
０
０
０
年
代
は
市
民
と

行
政
の
協
働
と
い
う
時
代
に
入
り
ま
す
。

僕
は
、
２
０
０
９
年
に
退
職
し
て
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
り
、一
昨
年
、大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
理
事
と
な
り
ま
し
た
。

―
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
Ｔ
Ｖ
Ａ

Ｃ
は
、
情
報
交
換
を
し
た
り
、
並
走
し
て

き
た
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

山
崎
　
私
が
所
長
に
就
任
し
た
と
き
、一

番
先
に
あ
い
さ
つ
に
伺
っ
た
の
が
大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
し
た
。
お
お
さ
か
行

動
す
る
障
害
者
応
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

が
活
発
な
時
期
で
、事
務
所
に
は
障
害
の

あ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
当
時
の
事
務
局
長
の
岡
本
先
生
は
、

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
お
金
の
流
れ

や
、運
営
に
つ
い
て
の「
肝
」に
つ
い
て
話

を
し
て
く
だ
さ
り
、「
こ
の
活
動
に
入
る

覚
悟
は
で
き
て
い
る
の
か
」と
聞
か
れ
て
、

胸
に
刃
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
、私
の
原
点

だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
岡
本

先
生
が
築
き
、そ
し
て
早
瀬
さ
ん
で
花
開

き
、職
員
の
方
々
は
必
要
な
と
き
に
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
発
す
る
、尊
敬
す
べ
き
皆
さ
ん

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
１
９
７
０
〜
80
年
代
は
、
障
害
者
の

自
立
生
活
運
動
、
そ
し
て
国
際
協
力
・
環

境
に
関
す
る
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た

時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
早
瀬
さ
ん
は
ど
の

よ
う
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

早
瀬
　
僕
に
と
っ
て
は
、障
害
者
自
立
運

動
が
一
番
印
象
的
で
す
。
僕
は
、大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
関
わ
る
ま
で
障
害

者
の
人
た
ち
と
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
地
下
鉄
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
だ
す
の
は

１
９
８
０
年
代
で
、そ
れ
以
前
は
階
段
し

か
な
く
、障
害
の
あ
る
人
た
ち
は
移
動
を

制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
学
生
だ
っ

た
の
で
時
間
が
あ
り
、障
害
者
運
動
の
事

務
局
長
を
務
め
ま
し
た
が
、障
害
者
の
人

た
ち
に
発
言
し
す
ぎ
だ
と
よ
く
怒
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
大
阪
を
は
じ
め
関
西
エ
リ

ア
に
自
立
障
害
者
集
団
友
人
組
織
関
西

グ
ル
ー
プ
・
ゴ
リ
ラ
と
い
う
団
体
が
あ
り
、

障
害
者
の
自
立
や
障
害
者
差
別
に
対
す
る

運
動
を
健
常
者
の
立
場
で
応
援
す
る
趣
旨

で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、障
害
者
の

方
の
中
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
力
さ
え

出
せ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま

し
た
。

当
時
、『
月
刊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』と
い
う

情
報
誌
で「
障
害
者
言
い
た
い
放
題
」と

い
う
座
談
会
を
し
て
、い
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
偽
善
的
か
と
い
う
内
容
が
掲
載
さ
れ

て
、大
き
な
反
響
が
あ
り
、大
阪
府
庁
な

ど
へ
行
く
と「
あ
、あ
の
記
事
の
…
…
」と

余
り
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
と
の
関
わ
り
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

早
瀬
　
僕
が
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に

出
会
っ
た
の
は
１
９
７
３
年
で
す
。
大
学

１
年
生
、18
歳
の
と
き
で
し
た
。
そ
し
て
、

職
員
に
な
っ
た
の
は
１
９
７
８
年
。
40
年

前
の
１
９
８
１
年
は
国
際
障
害
者
年
で
、

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
参
加
す
る
福
祉
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）を
発
行
し
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
僕
の
活
動
は
、こ
の
本
の
編

集
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

１
９
８
９
年
に
岡
本
榮
一
先
生
が
事
務

局
長
を
退
任
し
、１
９
９
１
年
に
事
務
局

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
前
年
に
、ア

メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｅ
世
界
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
*1
に
参
加
し
、企
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
新
し
い
視
点
、

僕
か
ら
し
た
ら
目
か
ら
鱗
と
い
う
状
況
を

見
て
い
た
の
で
、１
９
９
１
年
に
企
業
市

民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、１
９
９
４
年
に
は
全
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究
集
会
を

大
阪
で
開
催
、そ
の
翌
年
に
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
こ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災 

被
災
地
の
人
々
を
応
援
す
る
市
民

の
会
を
立
ち
上
げ
、今
で
言
う
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
大
阪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
が
担
い
ま
し
た
。
こ
の
震

災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
後
押
し

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法（
特
定
非
営
利
活
動
促
進

「誰でも乗れる地下鉄をつくる会」の
活動の様子。 1970年代。
※4～9ページの写真は
  大阪ボランティア協会提供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
新
た
な
舞
台
へ
向
け
て

対談

早
瀬 

昇 

（
社
会
福
祉
法
人 

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会 

理
事
長
）

山
崎
美
貴
子 

（
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

所
長
）

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー（
以
下
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）が
、東
京
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
た

の
は
１
９
８
１
年
。 

こ
の
40
年
を
ふ
り

か
え
る
と
、そ
れ
は
ま
さ
に
激
動
と
言
う

ほ
か
な
い
時
代
の
流
れ
で
し
た
。
そ
の
激

動
に
呼
応
し
、必
要
に
迫
ら
れ
て
、多
く

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
所
長
を
務
め
る
山
崎
美
貴
子

の
対
談
に
よ
り
、社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ふ
り
か

え
り
、次
の
変
化
に
向
け
て
い
か
に
踏
み

出
し
て
い
く
べ
き
か
、読
者
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

市
民
活
動
が
開
花

～
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年
代

―
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
は
今
年
で
40
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
は
、

40
年
前
か
ら
の
取
り
組
み
が
続
く
一
方

で
、
す
そ
野
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
、

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
活
動
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
り
、新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ

た
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
お
二
人
に
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
こ
れ
ま
で
と

現
在
、そ
し
て
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
早
瀬
さ
ん
の
40
年

の
市
民
や
市
民
活
動
団
体
が
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
は
新
た
な
取
り
組
み
を
生
み
出
し
、

そ
の
積
み
重
ね
の
上
に
今
の
わ
た
し
た
ち

の
社
会
は
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

と
出
会
っ
て
か
ら
40
年
以
上
、関
わ
っ
て

き
た
早
瀬
昇
さ
ん
と
、１
９
８
６
年
よ
り

ボランティア・市民活動
40年の変遷 

～ ボランティア・市民活動に関連する
大きなできごとや動向 ～

●1970年代～1980年代にかけて

・障害者自立生活運動の発展

・環境問題や国際協力系のNGOによる

    活動等が活性化

・若者のボランティア参加の始まり

●1990年代

・企業の社会貢献活動が活性化

・阪神・淡路大震災を機に、災害ボラン

    ティアの全国的な顕在化

・NPO法の誕生

●2000年代

・協働、中間支援という考え方の広がり

・コミュニティ、つながりの破壊と喪失が

    浮きぼりに

・生活困窮の課題が顕在化

●2010年～

・東日本大震災を経て、災害ボランティ

    アのさらなる広がりと浸透

・こども食堂の急速な広がり

・コロナ禍による寸断・分断による

新たなつながりや活動の創出
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リ
シ
タ
ン
」で
し
た
。
当
時
は
、「
活
動
を

が
ん
ば
っ
て
も
社
会
は
よ
く
な
ら
な
い
、

資
本
主
義
が
諸
悪
の
根
源
だ
」と
考
え
る

活
動
家
も
い
て
、市
民
活
動
は
と
も
す
る

と
反
体
制
運
動
の
よ
う
に
映
っ
て
い
ま
し

た
。
企
業
側
で
は
市
民
活
動
を
す
る
人
た

ち
に
対
し
て
身
構
え
て
い
た
し
、僕
ら
も
、

企
業
は
お
金
も
う
け
し
か
考
え
て
い
な
い

と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
８
９

年
に
冷
戦
が
終
結
し
、世
界
が
つ
な
が
っ

て
い
く
中
、
経
団
連（
日
本
経
済
団
体
連

合
会
）が「
企
業
行
動
憲
章
」を
１
９
９
１

年
に
制
定
し
ま
す
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株

式
会
社（
現
・
富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
）が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
休
暇
制
度
を
定
め
、全
国
の
企
業
も
社

会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

最
初
の
頃
、企
業
は
パ
ト
ロ
ン
的
な
立
場

で
し
た
が
、徐
々
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

１
９
９
２
年
に
出
版
さ
れ
た﹃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

も
う
ひ
と
つ
の
情
報
社
会
﹄（
岩

波
書
店
）の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
著
者
の
金
子
郁
容
さ
ん
は
、「
善
意
」

と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は「
発
見
」だ
と
書
い
て
い
る
の
で
す
。
新

し
い
世
界
と
出
会
え
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
ま
し
た
。
活
動
を
し
て
い
た
人
た
ち
は

知
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
れ
ど
、一
般
の
人

に
伝
わ
っ
た
の
は
こ
の
本
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、多
く

の
メ
デ
ィ
ア
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

取
り
上
げ
始
め
ま
し
た
。
き
わ
ど
い
内
容

の
週
刊
誌
で
も
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
、買

い
に
行
っ
て
気
持
ち
悪
が
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

山
崎
　
当
初
の
企
業
で
は
、
文
化
・
芸
術

面
を
支
援
す
る
メ
セ
ナ
活
動
が
活
発
で
し

た
ね
。
90
年
代
に
は
、企
業
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
を
す
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
企
業
の

活
動
支
援
と
と
も
に
企
業
人
の
活
動
に
参

加
し
た
り
、企
業
を
退
職
し
た
シ
ニ
ア
層

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
ま
し
た
。

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
１
９
９
５
年

に
起
こ
る
と
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登

場
し
ま
す
ね
。

早
瀬
　
１
９
９
１
年
に
雲
仙
普
賢
岳
の
噴

火
、93
年
に
奥
尻
島
の
津
波
災
害
も
あ
り

ま
し
た
が
、全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

駆
け
つ
け
る
の
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
で
す
。
神
戸
市
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

を
開
始
し
た
の
は
、
震
災
の
翌
日
で
す
。

神
戸
市
で
は
、１
９
８
５
年
に
夏
季
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
*6
を
開
催
し
た
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、約
４
万
２
０
０
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

１
９
８
０
年
に「
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
始
め
て
、他
の
地
域
で

も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、若
い
人
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
り
ま
し
た
。
大
阪
で
は
、青

少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会「
バ
リ
バ
リ
元

気
天
国
」と
い
う
催
し
を
１
９
９
１
年
か

ら
８
回
開
催
し
ま
し
た
。

山
崎
　
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
計
画
に
よ
り
、東

京
も
飛
躍
的
に
成
長
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
東
京
で
は
、「
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
」の
協
力
校
制
度

に
よ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
が
進

み
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、「
東
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
連
絡
協
議
会
」の
先
生
方
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

■

企
業
・災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

～
１
９
９
０
年
代

―
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
が
活
発
に
な

る
中
、企
業
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
て
く

る
の
が
１
９
９
０
年
代
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

早
瀬
　
80
年
代
ま
で
、
企
業
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
言
わ
ば
会
社
の
中
で「
隠
れ
キ

全国ボランティアコーディネー
ター研究集会を大阪で開催。
1994年。

み
ん
な
が
う
わ
さ
す
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。

障
害
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
批
判
す
る
な

ど
、な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
時
代
だ
っ

た
の
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、「
ｆ
ｏ
ｒ
で

は
な
く
て
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」と
い
う
こ
と
を
学

ん
だ
の
が
こ
の
時
期
で
す
ね
。

山
崎
　
当
時
は
、施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
、地
域
で
暮
ら
す
運
動
が
始

ま
り
、自
立
生
活
運
動
の
中
心
だ
っ
た
人

た
ち
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
自
立
生
活
運

動
を
見
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
障
害

者
の
人
た
ち
の「
自
分
た
ち
も
、結
婚
や

子
育
て
が
当
た
り
前
に
で
き
る
生
活
が
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、こ
の
状
態
は
お
か

し
い
と
思
う
の
で
運
動
し
て
い
る
」と
い

う
話
を
聞
い
て
、自
分
の
生
活
は
自
分
で

決
め
る
べ
き
だ
と
、日
本
で
の
自
立
生
活

運
動
の
道
が
拓
け
た
の
で
す
よ
ね
。

早
瀬
　
僕
は
理
系
の
大
学
を
卒
業
し
て
、

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
職
員
を
し
な

が
ら
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学
で
学
び
、

定
藤
丈
弘
*2
先
生
か
ら「
依
存
に
よ
る
自

立
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
１
時
間

か
け
て
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
を
自
分
で
留
め

る
よ
り
、自
分
の
選
ん
だ
服
を
ヘ
ル
パ
ー

に
５
分
で
着
せ
て
も
ら
い
、後
の
55
分
を

自
分
の
た
め
に
使
う
ほ
う
が
ず
っ
と
自
立

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
う
ま
く
依

存
す
る
こ
と
が
自
立
だ
と
聞
い
て
、自
立

の
観
念
が
変
わ
る
衝
撃
で
し
た
。

山
崎
　
自
立
生
活
運
動
に
よ
っ
て
、当
事

者
活
動
が
力
を
持
ち
ま
し
た
。
依
存
は
当

た
り
前
だ
と
い
う
当
事
者
の
自
立
生
活
運

動
を
原
点
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
も
大
切
な
財

産
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

早
瀬
　
僕
が
入
職
す
る
前
で
す
が
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
に
、な
ぜ
当
事
者

の
我
々
が
参
加
し
て
い
な
い
の
か
」と
、

障
害
者
の
方
々
が
乗
り
込
ん
で
き
た
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
対
話
も
、影
響
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

山
崎
　
そ
れ
以
前
は
、当
事
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
共
存
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
車
い
す
を
押
す
だ
け
の

人
だ
と
か
、い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
ね
。

―
環
境
や
国
際
協
力
の
活
動
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

早
瀬
　
環
境
系
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
の
活
動
な
ど
が
活
発
に
な
っ
て
き
た

頃
で
す
ね
。
国
際
協
力
で
は
、シ
ャ
プ
ラ

ニ
ー
ル
＝
市
民
に
よ
る
海
外
協
力
の
会
が

１
９
７
２
年
、日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）が
１
９
８
０
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
宗
教
を
背
景
に
し
て
い

な
い
市
民
が
国
際
協
力
活
動
に
乗
り
出
し

て
き
た
時
期
で
す
。

山
崎
　
当
時
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、戦
争
に
対
す

る
贖
罪
を
背
負
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
す
。

曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
現
・
シ
ャ
ン

テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
。
本
誌
15

ペ
ー
ジ
参
照
）を
立
ち
上
げ
た
有
馬
実
成

さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
父
と
言
わ
れ
る
阿
部
志

郎
*3
先
生
や
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
長
期
に
わ
た

り
運
営
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
仲
村
優

一
*4
先
生
は
、折
に
触
れ
て
ア
ジ
ア
で
の

活
動
に
参
加
し
、そ
の
話
を
よ
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
国
際
協
力
活
動
を
定
着
さ
せ

る
た
め
に
、仲
間
や
賛
同
者
を
増
や
し
て

い
っ
た
時
期
で
す
ね
。

早
瀬
　
関
東
は
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ（
国
際
協
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）、
関
西
で
は
関
西
Ｎ

Ｇ
Ｏ
協
議
会
が
１
９
８
７
年
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、分
野
を
越
え
た
つ

な
が
り
と
し
て
Ｊ
Ｙ
Ｖ
Ａ（
日
本
青
年
奉

仕
協
会
）の
存
在
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

１
９
８
５
年
に
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
計
画
*5
が

で
き
、全
国
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
く
と
い
う
動
き

も
あ
り
ま
し
た
。

青少年ボランティア大会
「バリバリ元気天国」。
1991年～。
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リ
シ
タ
ン
」で
し
た
。
当
時
は
、「
活
動
を

が
ん
ば
っ
て
も
社
会
は
よ
く
な
ら
な
い
、

資
本
主
義
が
諸
悪
の
根
源
だ
」と
考
え
る

活
動
家
も
い
て
、市
民
活
動
は
と
も
す
る

と
反
体
制
運
動
の
よ
う
に
映
っ
て
い
ま
し

た
。
企
業
側
で
は
市
民
活
動
を
す
る
人
た

ち
に
対
し
て
身
構
え
て
い
た
し
、僕
ら
も
、

企
業
は
お
金
も
う
け
し
か
考
え
て
い
な
い

と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
８
９

年
に
冷
戦
が
終
結
し
、世
界
が
つ
な
が
っ

て
い
く
中
、
経
団
連（
日
本
経
済
団
体
連

合
会
）が「
企
業
行
動
憲
章
」を
１
９
９
１

年
に
制
定
し
ま
す
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株

式
会
社（
現
・
富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
）が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
休
暇
制
度
を
定
め
、全
国
の
企
業
も
社

会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

最
初
の
頃
、企
業
は
パ
ト
ロ
ン
的
な
立
場

で
し
た
が
、徐
々
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

１
９
９
２
年
に
出
版
さ
れ
た﹃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

も
う
ひ
と
つ
の
情
報
社
会
﹄（
岩

波
書
店
）の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
著
者
の
金
子
郁
容
さ
ん
は
、「
善
意
」

と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は「
発
見
」だ
と
書
い
て
い
る
の
で
す
。
新

し
い
世
界
と
出
会
え
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
ま
し
た
。
活
動
を
し
て
い
た
人
た
ち
は

知
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
れ
ど
、一
般
の
人

に
伝
わ
っ
た
の
は
こ
の
本
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、多
く

の
メ
デ
ィ
ア
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

取
り
上
げ
始
め
ま
し
た
。
き
わ
ど
い
内
容

の
週
刊
誌
で
も
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
、買

い
に
行
っ
て
気
持
ち
悪
が
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

山
崎
　
当
初
の
企
業
で
は
、
文
化
・
芸
術

面
を
支
援
す
る
メ
セ
ナ
活
動
が
活
発
で
し

た
ね
。
90
年
代
に
は
、企
業
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
を
す
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
企
業
の

活
動
支
援
と
と
も
に
企
業
人
の
活
動
に
参

加
し
た
り
、企
業
を
退
職
し
た
シ
ニ
ア
層

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
ま
し
た
。

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
１
９
９
５
年

に
起
こ
る
と
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登

場
し
ま
す
ね
。

早
瀬
　
１
９
９
１
年
に
雲
仙
普
賢
岳
の
噴

火
、93
年
に
奥
尻
島
の
津
波
災
害
も
あ
り

ま
し
た
が
、全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

駆
け
つ
け
る
の
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
で
す
。
神
戸
市
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

を
開
始
し
た
の
は
、
震
災
の
翌
日
で
す
。

神
戸
市
で
は
、１
９
８
５
年
に
夏
季
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
*6
を
開
催
し
た
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、約
４
万
２
０
０
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

１
９
８
０
年
に「
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
始
め
て
、他
の
地
域
で

も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、若
い
人
た
ち

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
り
ま
し
た
。
大
阪
で
は
、青

少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会「
バ
リ
バ
リ
元

気
天
国
」と
い
う
催
し
を
１
９
９
１
年
か

ら
８
回
開
催
し
ま
し
た
。

山
崎
　
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
計
画
に
よ
り
、東

京
も
飛
躍
的
に
成
長
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
東
京
で
は
、「
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
」の
協
力
校
制
度

に
よ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
が
進

み
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、「
東
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
連
絡
協
議
会
」の
先
生
方
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

■

企
業
・災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

～
１
９
９
０
年
代

―
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
が
活
発
に
な

る
中
、企
業
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
て
く

る
の
が
１
９
９
０
年
代
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

早
瀬
　
80
年
代
ま
で
、
企
業
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
言
わ
ば
会
社
の
中
で「
隠
れ
キ

全国ボランティアコーディネー
ター研究集会を大阪で開催。
1994年。

み
ん
な
が
う
わ
さ
す
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。

障
害
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
批
判
す
る
な

ど
、な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
時
代
だ
っ

た
の
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、「
ｆ
ｏ
ｒ
で

は
な
く
て
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」と
い
う
こ
と
を
学

ん
だ
の
が
こ
の
時
期
で
す
ね
。

山
崎
　
当
時
は
、施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
、地
域
で
暮
ら
す
運
動
が
始

ま
り
、自
立
生
活
運
動
の
中
心
だ
っ
た
人

た
ち
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
自
立
生
活
運

動
を
見
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
障
害

者
の
人
た
ち
の「
自
分
た
ち
も
、結
婚
や

子
育
て
が
当
た
り
前
に
で
き
る
生
活
が
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、こ
の
状
態
は
お
か

し
い
と
思
う
の
で
運
動
し
て
い
る
」と
い

う
話
を
聞
い
て
、自
分
の
生
活
は
自
分
で

決
め
る
べ
き
だ
と
、日
本
で
の
自
立
生
活

運
動
の
道
が
拓
け
た
の
で
す
よ
ね
。

早
瀬
　
僕
は
理
系
の
大
学
を
卒
業
し
て
、

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
職
員
を
し
な

が
ら
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学
で
学
び
、

定
藤
丈
弘
*2
先
生
か
ら「
依
存
に
よ
る
自

立
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
１
時
間

か
け
て
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
を
自
分
で
留
め

る
よ
り
、自
分
の
選
ん
だ
服
を
ヘ
ル
パ
ー

に
５
分
で
着
せ
て
も
ら
い
、後
の
55
分
を

自
分
の
た
め
に
使
う
ほ
う
が
ず
っ
と
自
立

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
う
ま
く
依

存
す
る
こ
と
が
自
立
だ
と
聞
い
て
、自
立

の
観
念
が
変
わ
る
衝
撃
で
し
た
。

山
崎
　
自
立
生
活
運
動
に
よ
っ
て
、当
事

者
活
動
が
力
を
持
ち
ま
し
た
。
依
存
は
当

た
り
前
だ
と
い
う
当
事
者
の
自
立
生
活
運

動
を
原
点
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
も
大
切
な
財

産
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

早
瀬
　
僕
が
入
職
す
る
前
で
す
が
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
に
、な
ぜ
当
事
者

の
我
々
が
参
加
し
て
い
な
い
の
か
」と
、

障
害
者
の
方
々
が
乗
り
込
ん
で
き
た
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
対
話
も
、影
響
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

山
崎
　
そ
れ
以
前
は
、当
事
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
共
存
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
車
い
す
を
押
す
だ
け
の

人
だ
と
か
、い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
ね
。

―
環
境
や
国
際
協
力
の
活
動
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

早
瀬
　
環
境
系
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
の
活
動
な
ど
が
活
発
に
な
っ
て
き
た

頃
で
す
ね
。
国
際
協
力
で
は
、シ
ャ
プ
ラ

ニ
ー
ル
＝
市
民
に
よ
る
海
外
協
力
の
会
が

１
９
７
２
年
、日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）が
１
９
８
０
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
宗
教
を
背
景
に
し
て
い

な
い
市
民
が
国
際
協
力
活
動
に
乗
り
出
し

て
き
た
時
期
で
す
。

山
崎
　
当
時
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、戦
争
に
対
す

る
贖
罪
を
背
負
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
す
。

曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
現
・
シ
ャ
ン

テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
。
本
誌
15

ペ
ー
ジ
参
照
）を
立
ち
上
げ
た
有
馬
実
成

さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
父
と
言
わ
れ
る
阿
部
志

郎
*3
先
生
や
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
長
期
に
わ
た

り
運
営
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
仲
村
優

一
*4
先
生
は
、折
に
触
れ
て
ア
ジ
ア
で
の

活
動
に
参
加
し
、そ
の
話
を
よ
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
国
際
協
力
活
動
を
定
着
さ
せ

る
た
め
に
、仲
間
や
賛
同
者
を
増
や
し
て

い
っ
た
時
期
で
す
ね
。

早
瀬
　
関
東
は
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ（
国
際
協
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）、
関
西
で
は
関
西
Ｎ

Ｇ
Ｏ
協
議
会
が
１
９
８
７
年
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、分
野
を
越
え
た
つ

な
が
り
と
し
て
Ｊ
Ｙ
Ｖ
Ａ（
日
本
青
年
奉

仕
協
会
）の
存
在
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

１
９
８
５
年
に
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
計
画
*5
が

で
き
、全
国
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
く
と
い
う
動
き

も
あ
り
ま
し
た
。

青少年ボランティア大会
「バリバリ元気天国」。
1991年～。
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り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、市
民
活
動
団
体

は
事
業
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、協

働
を
推
進
す
る
た
め
、市
民
と
行
政
、市

民
と
企
業
な
ど
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
活

動
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、中
間
支
援

組
織
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を

中
間
支
援
組
織
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
で
き
る
少
し
前
頃
だ
と

思
い
ま
す
。
中
間
支
援
組
織
に
よ
っ
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
切
り
分
け
て

考
え
、ど
ち
ら
か
に
特
化
し
て
い
る
の
で

す
が
、僕
に
と
っ
て
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

山
崎
　
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
両
方
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、時
に
こ
の
考
え
は
否
定

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
表
裏
一
体
で
、同
じ
参
加

型
の
活
動
な
の
に
。

早
瀬
　
２
０
０
０
年
代
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個

別
の
相
談
も
増
え
て
き
ま
し
た
よ
ね
。
冷

戦
の
終
結
後
、東
西
の
経
済
圏
が
融
合
し
、

日
本
の
労
働
者
は
海
外
の
労
働
者
と
闘
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
が
日
本
か
ら

出
て
い
き
、日
本
の
労
働
環
境
が
下
が
り
、

企
業
を
守
る
た
め
に
労
働
者
は
切
ら
れ
、

非
正
規
雇
用
が
増
加
し
ま
す
。
こ
う
し
た

背
景
が
あ
っ
て
、「
無
縁
社
会
」が
訪
れ
ま

し
た
。
ま
た
、﹃
同
調
圧
力
　
日
本
社
会
は

な
ぜ
息
苦
し
い
の
か
﹄の
著
者
の
一
人
、

佐
藤
直
樹
さ
ん
は
、バ
ブ
ル
時
代
は
個
人

の
違
い
を
許
し
合
っ
て
い
た
け
れ
ど
、今

は
暗
黙
の
う
ち
に
周
囲
と
同
じ
行
動
を
す

る
よ
う
強
制
さ
れ
る
、と
い
っ
た
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

山
崎
　
安
い
労
働
力
を
外
に
求
め
、雇
用

の
形
態
が
ゆ
ら
い
で
し
ま
っ
た
り
、産
業

構
造
の
内
側
が
重
厚
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
市
民
が
参
加
し
、自
分
の
判
断
で
行

動
す
る
の
が
市
民
社
会
な
の
に
、同
調
圧

力
に
引
っ
張
ら
れ
て
、市
民
一
人
ひ
と
り

の
参
加
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
置
い
て
い
か
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
自
立
し
た
人

間
と
し
て
、ど
う
生
き
て
い
く
べ
き
か
と

い
う
声
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

早
瀬
　
家
族
や
地
域
だ
け
で
は
支
え
ら
れ

な
い
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
地
縁
・
血
縁

以
外
の
つ
な
が
り
が
機
能
し
な
い
と
、と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、こ
う
し
た
課

題
が
見
え
て
い
た
状
態
で
起
こ
り
ま
し
た
。

■

東
日
本
大
震
災
と
つ
な
が
り
づ
く
り

～
２
０
１
０
年
代
以
降

―
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
以
降
の
市
民

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、お
話
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

早
瀬
　
ま
ず
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と

き
に
比
べ
て
、活
動
す
る
市
民
活
動
団
体

の
数
が
桁
違
い
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
赤

い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、２
０
０
０
団
体

以
上
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
と
き
は
１
０
０
団
体
程
度
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

山
崎
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
支
援
活
動

を
し
た
人
や
団
体
が
、東
日
本
大
震
災
の

担
い
手
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

災
害
か
ら
、個
々
で
活
動
す
る
難
し
さ
を

知
っ
て
い
た
の
で
、震
災
か
ら
ほ
ど
な
く

Ｊ
Ｃ
Ｎ
が
立
ち
上
が
り
、緊
急
支
援
や
そ

の
後
の
生
活
の
支
援
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
特
性
を
生
か
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、活
動
団
体
が

被
災
地
か
ら
引
い
た
後
に
、地
域
の
人
た

ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
こ

と
を
助
成
の
判
断
基
準
と
し
て
い
ま
す

ね
。

早
瀬
　
市
民
活
動
は
広
が
り
や
厚
み
を
増

す
一
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、社
会
課
題
は

深
刻
で
、２
０
０
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た

貧
困
の
問
題
な
ど
、厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
よ
ね
。

―
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、こ
ど
も

APEC大阪会議開催記念シンポジウムにて。 
1995年。

こ
の
と
き
の
経
験
が
生
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

山
崎
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
大
学
、生
協
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

な
ど
の
主
だ
っ
た
人
も
力
を
合
わ
せ
ま
し

た
ね
。

早
瀬
　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を
つ
く

る
中
核
に
な
っ
た
の
は
、コ
ー
プ
こ
う
べ

で
す
。
当
時
、個
人
に
政
府
は
お
金
を
出

さ
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
り
、「
前
例
が

な
い
」と
言
う
当
時
の
首
相
に
対
し
て
、

「
な
い
な
ら
つ
く
れ
ば
い
い
」と
言
う
小

田
実
*7
さ
ん
ら
の
参
加
も
あ
っ
て
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、田
村
太
郎
さ
ん
は

外
国
人
地
震
情
報
セ
ン
タ
ー（
95
年
10
月

に
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
に
改
称
）を
創

設
。「
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
」と
言
わ
れ
た
イ

ン
ド
シ
ナ
難
民
の
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
が

姫
路
市
に
設
置
さ
れ
た
関
係
で
、神
戸
市

の
西
側
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
方
々
が
多
く
住

ん
で
い
た
の
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」と
言
わ
れ
、大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
被
災
地
に
出
向
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
高
い
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
、

行
政
の
穴
埋
め
で
は
な
く
、行
政
の
手
が

届
か
な
い
活
動
を
す
る
こ
と
を
明
確
に
見

せ
ま
し
た
。

山
崎
　
関
東
で
は
、既
存
の
団
体
と
、震

災
以
降
に
立
ち
上
が
っ
た
市
民
活
動
団
体

の
参
加
に
よ
り
、東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
財
産
に
な
っ
て
い
て
、東
日
本
大

震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、

Ｊ
Ｃ
Ｎ
）の
運
営
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま

す
。―

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の

成
立
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

早
瀬
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
成
立
の
実
現
に
尽
力
さ

れ
た
一
人
、山
岡
義
典
*8
さ
ん
は
当
初「
私

た
ち
の
目
の
黒
い
う
ち
に
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
風
が
起
こ
り
ま
し

た
。
シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度

を
つ
く
る
会
の
創
設
者
で
あ
る
松
原
明
さ

ん
と
い
う
戦
略
家
も
加
わ
り
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
は
、市
民
も
一
緒
に
つ
く
っ
た
初

め
て
の
全
国
共
通
の
法
制
度
と
な
り
ま
し

た
。

山
崎
　
議
論
が
喧
々
諤
々
と
な
っ
た
と
き
、

国
が
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、「
そ
れ
は
違
う
」と
、山
岡
さ
ん
た
ち

が
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
の

人
に
案
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
英

協
会
の
会
長
が
間
に
入
っ
て
、話
し
合
い

の
場
を
も
う
け
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
ま

し
た
。
山
岡
さ
ん
い
わ
く「
妥
協
に
妥
協

を
重
ね
た
」も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

１
９
９
８
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

早
瀬
　
松
原
さ
ん
は「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
は
、
設

計
は
い
い
け
れ
ど
、使
い
方
を
普
及
で
き

な
か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

自
発
的
な
市
民
団
体
の
活
動
を
迅
速
に
推

進
す
る
た
め
の
参
画
・
協
力
の
し
く
み
な

の
に
、法
人
格
取
得
の
た
め
の
道
具
に
し

か
使
わ
れ
て
い
な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。

２
０
０
０
年
代
か
ら
新
自
由
主
義
的
政
策

が
進
み
、介
護
関
係
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

事
業
者
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
選
択

肢
が
増
え
る
な
ど
良
い
面
も
あ
る
一
方
、

ハ
ン
ズ
オ
ン
埼
玉
の
西
川
正
さ
ん
が
言

う「
お
客
様
社
会
」が
進
み
、市
民
活
動
の

運
動
性
は
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

■

協
働
と
中
間
支
援 

～
２
０
０
０
年
代

―
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
法
人
格
を

も
つ
団
体
が
増
え
、「
協
働
」「
中
間
支
援
」

と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
た
の
も
こ

の
頃
で
す
ね
。

早
瀬
　
市
民
と
行
政
と
の
協
働
は

１
９
９
９
年
以
降
、ブ
ー
ム
と
し
て
広
が

「阪神・淡路大震災 被災地の人々
を応援する市民の会」に参加する
ボランティアの列。 1995年。
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り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、市
民
活
動
団
体

は
事
業
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、協

働
を
推
進
す
る
た
め
、市
民
と
行
政
、市

民
と
企
業
な
ど
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
活

動
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、中
間
支
援

組
織
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を

中
間
支
援
組
織
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
で
き
る
少
し
前
頃
だ
と

思
い
ま
す
。
中
間
支
援
組
織
に
よ
っ
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
切
り
分
け
て

考
え
、ど
ち
ら
か
に
特
化
し
て
い
る
の
で

す
が
、僕
に
と
っ
て
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

山
崎
　
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
両
方
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、時
に
こ
の
考
え
は
否
定

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
表
裏
一
体
で
、同
じ
参
加

型
の
活
動
な
の
に
。

早
瀬
　
２
０
０
０
年
代
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個

別
の
相
談
も
増
え
て
き
ま
し
た
よ
ね
。
冷

戦
の
終
結
後
、東
西
の
経
済
圏
が
融
合
し
、

日
本
の
労
働
者
は
海
外
の
労
働
者
と
闘
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
が
日
本
か
ら

出
て
い
き
、日
本
の
労
働
環
境
が
下
が
り
、

企
業
を
守
る
た
め
に
労
働
者
は
切
ら
れ
、

非
正
規
雇
用
が
増
加
し
ま
す
。
こ
う
し
た

背
景
が
あ
っ
て
、「
無
縁
社
会
」が
訪
れ
ま

し
た
。
ま
た
、﹃
同
調
圧
力
　
日
本
社
会
は

な
ぜ
息
苦
し
い
の
か
﹄の
著
者
の
一
人
、

佐
藤
直
樹
さ
ん
は
、バ
ブ
ル
時
代
は
個
人

の
違
い
を
許
し
合
っ
て
い
た
け
れ
ど
、今

は
暗
黙
の
う
ち
に
周
囲
と
同
じ
行
動
を
す

る
よ
う
強
制
さ
れ
る
、と
い
っ
た
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

山
崎
　
安
い
労
働
力
を
外
に
求
め
、雇
用

の
形
態
が
ゆ
ら
い
で
し
ま
っ
た
り
、産
業

構
造
の
内
側
が
重
厚
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
市
民
が
参
加
し
、自
分
の
判
断
で
行

動
す
る
の
が
市
民
社
会
な
の
に
、同
調
圧

力
に
引
っ
張
ら
れ
て
、市
民
一
人
ひ
と
り

の
参
加
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
置
い
て
い
か
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
自
立
し
た
人

間
と
し
て
、ど
う
生
き
て
い
く
べ
き
か
と

い
う
声
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

早
瀬
　
家
族
や
地
域
だ
け
で
は
支
え
ら
れ

な
い
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
地
縁
・
血
縁

以
外
の
つ
な
が
り
が
機
能
し
な
い
と
、と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、こ
う
し
た
課

題
が
見
え
て
い
た
状
態
で
起
こ
り
ま
し
た
。

■

東
日
本
大
震
災
と
つ
な
が
り
づ
く
り

～
２
０
１
０
年
代
以
降

―
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
以
降
の
市
民

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、お
話
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

早
瀬
　
ま
ず
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と

き
に
比
べ
て
、活
動
す
る
市
民
活
動
団
体

の
数
が
桁
違
い
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
赤

い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、２
０
０
０
団
体

以
上
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
と
き
は
１
０
０
団
体
程
度
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

山
崎
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
支
援
活
動

を
し
た
人
や
団
体
が
、東
日
本
大
震
災
の

担
い
手
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

災
害
か
ら
、個
々
で
活
動
す
る
難
し
さ
を

知
っ
て
い
た
の
で
、震
災
か
ら
ほ
ど
な
く

Ｊ
Ｃ
Ｎ
が
立
ち
上
が
り
、緊
急
支
援
や
そ

の
後
の
生
活
の
支
援
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
特
性
を
生
か
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、活
動
団
体
が

被
災
地
か
ら
引
い
た
後
に
、地
域
の
人
た

ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
こ

と
を
助
成
の
判
断
基
準
と
し
て
い
ま
す

ね
。

早
瀬
　
市
民
活
動
は
広
が
り
や
厚
み
を
増

す
一
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、社
会
課
題
は

深
刻
で
、２
０
０
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た

貧
困
の
問
題
な
ど
、厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
よ
ね
。

―
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、こ
ど
も

APEC大阪会議開催記念シンポジウムにて。 
1995年。

こ
の
と
き
の
経
験
が
生
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

山
崎
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
大
学
、生
協
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

な
ど
の
主
だ
っ
た
人
も
力
を
合
わ
せ
ま
し

た
ね
。

早
瀬
　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を
つ
く

る
中
核
に
な
っ
た
の
は
、コ
ー
プ
こ
う
べ

で
す
。
当
時
、個
人
に
政
府
は
お
金
を
出

さ
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
り
、「
前
例
が

な
い
」と
言
う
当
時
の
首
相
に
対
し
て
、

「
な
い
な
ら
つ
く
れ
ば
い
い
」と
言
う
小

田
実
*7
さ
ん
ら
の
参
加
も
あ
っ
て
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、田
村
太
郎
さ
ん
は

外
国
人
地
震
情
報
セ
ン
タ
ー（
95
年
10
月

に
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
に
改
称
）を
創

設
。「
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
」と
言
わ
れ
た
イ

ン
ド
シ
ナ
難
民
の
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
が

姫
路
市
に
設
置
さ
れ
た
関
係
で
、神
戸
市

の
西
側
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
方
々
が
多
く
住

ん
で
い
た
の
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」と
言
わ
れ
、大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
被
災
地
に
出
向
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
高
い
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
、

行
政
の
穴
埋
め
で
は
な
く
、行
政
の
手
が

届
か
な
い
活
動
を
す
る
こ
と
を
明
確
に
見

せ
ま
し
た
。

山
崎
　
関
東
で
は
、既
存
の
団
体
と
、震

災
以
降
に
立
ち
上
が
っ
た
市
民
活
動
団
体

の
参
加
に
よ
り
、東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
財
産
に
な
っ
て
い
て
、東
日
本
大

震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、

Ｊ
Ｃ
Ｎ
）の
運
営
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま

す
。―

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の

成
立
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

早
瀬
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
成
立
の
実
現
に
尽
力
さ

れ
た
一
人
、山
岡
義
典
*8
さ
ん
は
当
初「
私

た
ち
の
目
の
黒
い
う
ち
に
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
風
が
起
こ
り
ま
し

た
。
シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度

を
つ
く
る
会
の
創
設
者
で
あ
る
松
原
明
さ

ん
と
い
う
戦
略
家
も
加
わ
り
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
は
、市
民
も
一
緒
に
つ
く
っ
た
初

め
て
の
全
国
共
通
の
法
制
度
と
な
り
ま
し

た
。

山
崎
　
議
論
が
喧
々
諤
々
と
な
っ
た
と
き
、

国
が
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、「
そ
れ
は
違
う
」と
、山
岡
さ
ん
た
ち

が
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
の

人
に
案
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
英

協
会
の
会
長
が
間
に
入
っ
て
、話
し
合
い

の
場
を
も
う
け
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
ま

し
た
。
山
岡
さ
ん
い
わ
く「
妥
協
に
妥
協

を
重
ね
た
」も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

１
９
９
８
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

早
瀬
　
松
原
さ
ん
は「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
は
、
設

計
は
い
い
け
れ
ど
、使
い
方
を
普
及
で
き

な
か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

自
発
的
な
市
民
団
体
の
活
動
を
迅
速
に
推

進
す
る
た
め
の
参
画
・
協
力
の
し
く
み
な

の
に
、法
人
格
取
得
の
た
め
の
道
具
に
し

か
使
わ
れ
て
い
な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。

２
０
０
０
年
代
か
ら
新
自
由
主
義
的
政
策

が
進
み
、介
護
関
係
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

事
業
者
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
選
択

肢
が
増
え
る
な
ど
良
い
面
も
あ
る
一
方
、

ハ
ン
ズ
オ
ン
埼
玉
の
西
川
正
さ
ん
が
言

う「
お
客
様
社
会
」が
進
み
、市
民
活
動
の

運
動
性
は
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

■

協
働
と
中
間
支
援 

～
２
０
０
０
年
代

―
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
法
人
格
を

も
つ
団
体
が
増
え
、「
協
働
」「
中
間
支
援
」

と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
た
の
も
こ

の
頃
で
す
ね
。

早
瀬
　
市
民
と
行
政
と
の
協
働
は

１
９
９
９
年
以
降
、ブ
ー
ム
と
し
て
広
が

「阪神・淡路大震災 被災地の人々
を応援する市民の会」に参加する
ボランティアの列。 1995年。
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食
堂
な
ど
の
活
動
が
生
ま
れ
、全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。

早
瀬
　
こ
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
、お
寺
お

や
つ
ク
ラ
ブ
、認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、数

も
広
が
り
方
も
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
人
と

の
接
触
が
難
し
く
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、

こ
ど
も
食
堂
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
驚
い

て
い
ま
す
。
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン

タ
ー
・
む
す
び
え
の
調
査
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
２
月
以
降
で
も
、

全
国
で
１
８
０
余
り
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、何
も

活
動
し
て
い
な
い
団
体
は
６
％
余
り
と
の

こ
と
で
す
。
市
民
の
力
を
感
じ
る
出
来
事

で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
厳

し
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、工
夫
を

重
ね
活
動
を
継
続
し
て
い
る
団
体
は
数
多

く
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
臨
床
道
化
師
」

を
自
称
す
る
大
阪
の
日
本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ

ン
協
会
は
、長
期
入
院
の
子
ど
も
た
ち
の

訪
問
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、対
面
が

で
き
な
く
な
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
訪

問
を
始
め
ま
し
た
。

な
ぜ
、こ
ん
な
に
厳
し
い
状
況
で
市
民

が
活
動
す
る
の
か
。
お
客
様
化
が
進
ん
で

い
る
社
会
か
ら
、市
民
が
主
体
と
な
っ
て

課
題
を
解
決
し
て
い
く
社
会
に
戻
さ
な
い

と
、不
満
ば
か
り
の
社
会
に
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
お
客
様
に
な
っ
て
し
ま
う

と
ク
レ
ー
ム
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
前
述
の

西
川
さ
ん
が
さ
れ
て
い
る「
お
と
う
さ
ん

の
ヤ
キ
イ
モ
タ
イ
ム
」で
は
、た
だ
一
緒

に
い
て
ヤ
キ
イ
モ
を
焼
い
た
り
食
べ
た
り
、

遊
ん
だ
り
す
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
ゆ
る

り
と
し
た
つ
な
が
り
を
つ
く
り
ま
す
。
近

所
の
人
が
煙
の
ク
レ
ー
ム
を
役
所
に
通
報

す
る
の
で
は
な
く
て
、そ
の
お
宅
の
人
と

の
対
話
が
あ
れ
ば
ヤ
キ
イ
モ
を
認
め
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
対

話
を
地
域
に
戻
す
た
め
に
、市
民
が
主
体

に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
僕
が
若
い

頃
、障
害
者
の
人
た
ち
は
通
報
で
は
な
く
、

僕
た
ち
と
の
対
話
を
選
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

山
崎
　
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
昨
年
春
に
、都
内

区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
や
、居
場
所
、民
間
助
成
団
体
な

ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
寸
断
・
分
断
に

対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を
ど

う
担
っ
て
い
く
か
、誰
と
も
つ
な
が
っ
て

い
な
い
人
と
ど
う
つ
な
が
り
を
つ
く
る
か

を
テ
ー
マ
に
、定
例
会
議
を
し
、事
業
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
ど
も
食
堂

の
つ
な
が
り
が
各
地
で
で
き
つ
つ
あ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
同
士
の
連
絡
会
も
開
催
し

ま
す
。

■

対
話
を
地
域
に
戻
し
、 

市
民
主
体
の
社
会
を
再
び
つ
く
る

―
こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
に
つ
い
て
の

想
い
や
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

早
瀬
　
社
会
の
底
が
抜
け
て
、誰
も
が
底

に
落
ち
る
当
事
者
に
な
り
得
る
時
代
で

す
。
市
民
、行
政
、企
業
と
い
っ
た
垣
根
を

越
え
た
連
携
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、さ
ら

に
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
は「
市
民

活
動
の“
広
場
”と
し
て
、“
砦
”と
し
て
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま

す
。
誰
で
も
入
れ
て
、出
会
え
て
、元
気
が

出
る
場
で
あ
り
た
い
。
一
方
で
、こ
れ
は

変
だ
と
思
う
と
き
に
、自
由
に
も
の
が
言

え
る
場
で
も
あ
る
。
そ
の
両
方
の
場
を
守

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。

山
崎
　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
戻
れ
な
い
か

ら
、
早
瀬
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
と
と
も
に
歩
ん
で

い
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。
す
そ
野
を

広
げ
、
特
に
若
い
人
た
ち
の
風
を
受
け
、

つ
な
が
り
の
再
構
築
を
す
る
よ
う
な
、新

た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
が
必
要
で
し
ょ

う
。
こ
の
厳
し
い
時
期
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン

大阪の複数の企業に声がけし、その
従業員が「あいのり」して和歌山豪
雨災害に対してボランティア活動を
行い、大阪ボランティア協会が事務
局を担った。 東日本大震災のときも
あいのりで車を出した。 2011年。
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テ
ィ
ア
の
レ
ガ
シ
ー
も
、東
京
の
場
合
は

大
切
な
事
例
の
一
つ
で
す
。
そ
う
し
た
事

例
を
集
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
悩
み
が
あ
っ
て
困
難
も
多
い
け
ど
、

そ
れ
で
も
ね
。
工
夫
や
創
意
を
重
ね
な
が

ら
、や
ら
な
き
ゃ
」と
言
う
の
が
、活
動
の

醍
醐
味
で
も
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
で
も
ね
」

と
言
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
日
々
、

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
も
早
瀬
さ
ん

の
お
話
に
力
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
１ 

Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｅ︵International Association 

for Volunteer Eff ort

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
国
際
協
議
会
︶が
隔
年
で
開

催
し
て
い
る
世
界
会
議
︒
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｅ
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
世
界
の

人
が
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑

１
９
７
０
年
に
設
立
さ
れ
た
︒

＊
２ 

元
大
阪
府
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
教

授
︒
車
い
す
の
社
会
学
者
と
し
て
活
躍

し
た
︒１
９
４
２
～
１
９
９
９
年
︒

＊
３ 

戦
後
社
会
福
祉
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
わ

れ
て
い
る
︒
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学
学
長
︑日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

協
会
会
長
︑日
本
社
会
福
祉
学
会
会
長
︑

横
須
賀
基
督
教
社
会
館
会
長
等
を
歴

任
︒

＊
４ 

社
会
福
祉
学
者
︒
日
本
社
会
事
業
大

学
名
誉
教
授
︑
放
送
大
学
教
授
︑
淑

徳
大
学
教
授
︑学
術
顧
問
等
を
歴
任
︒

１
９
２
１
～
２
０
１
５
年
︒

早
瀬 

昇 ︵
は
や
せ
・
の
ぼ
る
︶

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
理
事
長
︒
１
９
５
５
年
︑
大
阪
府
生
ま
れ
︒

大
学
で
電
子
工
学
科
を
専
攻
す
る
も
︑
交
通
遺
児
家
族
支
援
︑
地

下
鉄
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
︑
市
民
活
動
情
報
誌
の
編
集
な
ど
の
活
動

に
次
々
に
参
加
︒
大
学
卒
業
後
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
ベ
ル
ギ
ー
の
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
を
経
験
し
た
後
︑
１
９
７
８
年

に
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
就
職
︒
91
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で

事
務
局
長
︒﹁
市
民
の
参
加
の
力
﹂
で
社
会
問
題
を
自
治
的
に
解
決

す
る
環
境
整
備
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
︑
現
在
︑
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ジ
ン
グ
協
会
副
代
表
理
事
︑
同
志
社
大
学
政
策
学
部
客
員
教
授

な
ど
も
務
め
る
︒
著
書
に
﹃﹁
参
加
の
力
﹂
が
創
る
共
生
社
会
│
市

民
の
共
感
・
主
体
性
を
ど
う
醸
成
す
る
か
﹄﹃
寝
て
も
覚
め
て
も
市

民
活
動
論
﹄
な
ど
︒
大
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
︒
赤
ワ
イ
ン
党
︒

山
崎
美
貴
子

 ︵
や
ま
ざ
き
・
み
き
こ
︶

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
所
長
︒
明
治
学
院

大
学
教
授
・
副
学
長
︑
神
奈

川
県
立
保
健
福
祉
大
学
保
健

福
祉
学
部
長
・
学
長
を
歴
任
︒

日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
習
学
会
会
長
︑﹁
広
が
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
﹂
連
絡
会

議
会
長
︑
東
日
本
大
震
災
支

援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世

話
人
等
を
務
め
る
︒

＊
５ 
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
１
９
８
５
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た﹁
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
町
づ
く
り
事
業
﹂の
総
称
︒
そ
の
後
︑

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業︵
現
・
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
︶な
ど
へ

継
承
さ
れ
て
い
る
︒

＊
６ 

全
世
界
の
学
生
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
総
合
競
技
会
︒
別
名
学
生
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
も
い
う
︒

＊
７ 

作
家
・
市
民
運
動
家
︒
世
界
紀
行﹃
何

で
も
見
て
や
ろ
う
﹄︵
１
９
６
１
年
︶で

一
躍
有
名
に
な
っ
た
︒
１
９
３
２
～ 

２
０
０
７
年
︒

＊
８ 

市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
運
営
委
員

長
︑助
成
財
団
セ
ン
タ
ー
理
事
長
︑日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

顧
問
︒
法
政
大
学
名

誉
教
授
︒
市
民
活
動
家
︑都
市
計
画
家
︑

地
域
研
究
者
︒

市民社会をつくるボランタリーフォーラムTOKYO2022実
行委員会の様子。 コロナ禍でも工夫を重ねて行っている。
2021年。
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食
堂
な
ど
の
活
動
が
生
ま
れ
、全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。

早
瀬
　
こ
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
、お
寺
お

や
つ
ク
ラ
ブ
、認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、数

も
広
が
り
方
も
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
人
と

の
接
触
が
難
し
く
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、

こ
ど
も
食
堂
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
驚
い

て
い
ま
す
。
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン

タ
ー
・
む
す
び
え
の
調
査
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
２
月
以
降
で
も
、

全
国
で
１
８
０
余
り
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、何
も

活
動
し
て
い
な
い
団
体
は
６
％
余
り
と
の

こ
と
で
す
。
市
民
の
力
を
感
じ
る
出
来
事

で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
厳

し
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、工
夫
を

重
ね
活
動
を
継
続
し
て
い
る
団
体
は
数
多

く
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
臨
床
道
化
師
」

を
自
称
す
る
大
阪
の
日
本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ

ン
協
会
は
、長
期
入
院
の
子
ど
も
た
ち
の

訪
問
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、対
面
が

で
き
な
く
な
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
訪

問
を
始
め
ま
し
た
。

な
ぜ
、こ
ん
な
に
厳
し
い
状
況
で
市
民

が
活
動
す
る
の
か
。
お
客
様
化
が
進
ん
で

い
る
社
会
か
ら
、市
民
が
主
体
と
な
っ
て

課
題
を
解
決
し
て
い
く
社
会
に
戻
さ
な
い

と
、不
満
ば
か
り
の
社
会
に
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
お
客
様
に
な
っ
て
し
ま
う

と
ク
レ
ー
ム
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
前
述
の

西
川
さ
ん
が
さ
れ
て
い
る「
お
と
う
さ
ん

の
ヤ
キ
イ
モ
タ
イ
ム
」で
は
、た
だ
一
緒

に
い
て
ヤ
キ
イ
モ
を
焼
い
た
り
食
べ
た
り
、

遊
ん
だ
り
す
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
ゆ
る

り
と
し
た
つ
な
が
り
を
つ
く
り
ま
す
。
近

所
の
人
が
煙
の
ク
レ
ー
ム
を
役
所
に
通
報

す
る
の
で
は
な
く
て
、そ
の
お
宅
の
人
と

の
対
話
が
あ
れ
ば
ヤ
キ
イ
モ
を
認
め
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
対

話
を
地
域
に
戻
す
た
め
に
、市
民
が
主
体

に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
僕
が
若
い

頃
、障
害
者
の
人
た
ち
は
通
報
で
は
な
く
、

僕
た
ち
と
の
対
話
を
選
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

山
崎
　
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
で
は
昨
年
春
に
、都
内

区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
や
、居
場
所
、民
間
助
成
団
体
な

ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
寸
断
・
分
断
に

対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を
ど

う
担
っ
て
い
く
か
、誰
と
も
つ
な
が
っ
て

い
な
い
人
と
ど
う
つ
な
が
り
を
つ
く
る
か

を
テ
ー
マ
に
、定
例
会
議
を
し
、事
業
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
ど
も
食
堂

の
つ
な
が
り
が
各
地
で
で
き
つ
つ
あ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
同
士
の
連
絡
会
も
開
催
し

ま
す
。

■

対
話
を
地
域
に
戻
し
、 

市
民
主
体
の
社
会
を
再
び
つ
く
る

―
こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
に
つ
い
て
の

想
い
や
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

早
瀬
　
社
会
の
底
が
抜
け
て
、誰
も
が
底

に
落
ち
る
当
事
者
に
な
り
得
る
時
代
で

す
。
市
民
、行
政
、企
業
と
い
っ
た
垣
根
を

越
え
た
連
携
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、さ
ら

に
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
は「
市
民

活
動
の“
広
場
”と
し
て
、“
砦
”と
し
て
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま

す
。
誰
で
も
入
れ
て
、出
会
え
て
、元
気
が

出
る
場
で
あ
り
た
い
。
一
方
で
、こ
れ
は

変
だ
と
思
う
と
き
に
、自
由
に
も
の
が
言

え
る
場
で
も
あ
る
。
そ
の
両
方
の
場
を
守

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。

山
崎
　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
戻
れ
な
い
か

ら
、
早
瀬
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
と
と
も
に
歩
ん
で

い
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。
す
そ
野
を

広
げ
、
特
に
若
い
人
た
ち
の
風
を
受
け
、

つ
な
が
り
の
再
構
築
を
す
る
よ
う
な
、新

た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
が
必
要
で
し
ょ

う
。
こ
の
厳
し
い
時
期
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン

大阪の複数の企業に声がけし、その
従業員が「あいのり」して和歌山豪
雨災害に対してボランティア活動を
行い、大阪ボランティア協会が事務
局を担った。 東日本大震災のときも
あいのりで車を出した。 2011年。
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テ
ィ
ア
の
レ
ガ
シ
ー
も
、東
京
の
場
合
は

大
切
な
事
例
の
一
つ
で
す
。
そ
う
し
た
事

例
を
集
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
悩
み
が
あ
っ
て
困
難
も
多
い
け
ど
、

そ
れ
で
も
ね
。
工
夫
や
創
意
を
重
ね
な
が

ら
、や
ら
な
き
ゃ
」と
言
う
の
が
、活
動
の

醍
醐
味
で
も
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
で
も
ね
」

と
言
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
日
々
、

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
も
早
瀬
さ
ん

の
お
話
に
力
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
１ 

Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｅ︵International Association 

for Volunteer Eff ort

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
国
際
協
議
会
︶が
隔
年
で
開

催
し
て
い
る
世
界
会
議
︒
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｅ
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
世
界
の

人
が
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑

１
９
７
０
年
に
設
立
さ
れ
た
︒

＊
２ 

元
大
阪
府
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
教

授
︒
車
い
す
の
社
会
学
者
と
し
て
活
躍

し
た
︒１
９
４
２
～
１
９
９
９
年
︒

＊
３ 

戦
後
社
会
福
祉
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
わ

れ
て
い
る
︒
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学
学
長
︑日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

協
会
会
長
︑日
本
社
会
福
祉
学
会
会
長
︑

横
須
賀
基
督
教
社
会
館
会
長
等
を
歴

任
︒

＊
４ 

社
会
福
祉
学
者
︒
日
本
社
会
事
業
大

学
名
誉
教
授
︑
放
送
大
学
教
授
︑
淑

徳
大
学
教
授
︑学
術
顧
問
等
を
歴
任
︒

１
９
２
１
～
２
０
１
５
年
︒

早
瀬 

昇 ︵
は
や
せ
・
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ぼ
る
︶

大
阪
ボ
ラ
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テ
ィ
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協
会
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事
長
︒
１
９
５
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年
︑
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阪
府
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ま
れ
︒

大
学
で
電
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工
学
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専
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す
る
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︑
交
通
遺
児
家
族
支
援
︑
地

下
鉄
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
︑
市
民
活
動
情
報
誌
の
編
集
な
ど
の
活
動

に
次
々
に
参
加
︒
大
学
卒
業
後
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
ベ
ル
ギ
ー
の
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
を
経
験
し
た
後
︑
１
９
７
８
年

に
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
就
職
︒
91
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で

事
務
局
長
︒﹁
市
民
の
参
加
の
力
﹂
で
社
会
問
題
を
自
治
的
に
解
決

す
る
環
境
整
備
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
︑
現
在
︑
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ジ
ン
グ
協
会
副
代
表
理
事
︑
同
志
社
大
学
政
策
学
部
客
員
教
授

な
ど
も
務
め
る
︒
著
書
に
﹃﹁
参
加
の
力
﹂
が
創
る
共
生
社
会
│
市

民
の
共
感
・
主
体
性
を
ど
う
醸
成
す
る
か
﹄﹃
寝
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も
覚
め
て
も
市

民
活
動
論
﹄
な
ど
︒
大
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
︒
赤
ワ
イ
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党
︒

山
崎
美
貴
子

 ︵
や
ま
ざ
き
・
み
き
こ
︶

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
所
長
︒
明
治
学
院

大
学
教
授
・
副
学
長
︑
神
奈

川
県
立
保
健
福
祉
大
学
保
健

福
祉
学
部
長
・
学
長
を
歴
任
︒

日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
習
学
会
会
長
︑﹁
広
が
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
﹂
連
絡
会

議
会
長
︑
東
日
本
大
震
災
支

援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世

話
人
等
を
務
め
る
︒

＊
５ 

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
１
９
８
５
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た﹁
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
町
づ
く
り
事
業
﹂の
総
称
︒
そ
の
後
︑

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業︵
現
・
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
︶な
ど
へ

継
承
さ
れ
て
い
る
︒

＊
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全
世
界
の
学
生
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
総
合
競
技
会
︒
別
名
学
生
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
も
い
う
︒

＊
７ 

作
家
・
市
民
運
動
家
︒
世
界
紀
行﹃
何

で
も
見
て
や
ろ
う
﹄︵
１
９
６
１
年
︶で

一
躍
有
名
に
な
っ
た
︒
１
９
３
２
～ 

２
０
０
７
年
︒

＊
８ 

市
民
社
会
創
造
フ
ァ
ン
ド
運
営
委
員

長
︑助
成
財
団
セ
ン
タ
ー
理
事
長
︑日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

顧
問
︒
法
政
大
学
名

誉
教
授
︒
市
民
活
動
家
︑都
市
計
画
家
︑

地
域
研
究
者
︒

市民社会をつくるボランタリーフォーラムTOKYO2022実
行委員会の様子。 コロナ禍でも工夫を重ねて行っている。
2021年。
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テ
ー
マ
を
お
持
ち
で
、ご
み
問
題
に
関
す

る
著
書
も
多
く
、市
民
連
邦
の
活
動
の
発

展
に
は
寄
本
先
生
の
求
心
力
が
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

市
民
連
邦
で
は
、ま
ず
、ご
み
そ
の
も

の
を
減
ら
す
こ
と
、そ
し
て
燃
や
す
の
で

あ
れ
ば
き
ち
ん
と
し
た
燃
や
し
方
を
す
る

と
い
う
理
念
を
多
摩
地
域
か
ら
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ゴ
ー

ル
を
達
成
す
る
に
は
、市
民
だ
け
で
は
な

く
行
政
も
事
業
者
も
そ
れ
ぞ
れ
が
、そ
れ

ぞ
れ
を
尊
重
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
立

ち
位
置
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
、毎
年
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
と
こ
と
ん
討
論
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
啓
発
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

■

﹁と
こ
と
ん
深
く
﹂か
ら

﹁と
こ
と
ん
広
く
﹂へ

―
と
こ
と
ん
討
論
会
は
昨
年
ま
で
に
28

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、毎
年
の
テ
ー

マ
に
は
、そ
の
時
代
の
ご
み
問
題
に
対
す

る
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
と
ん
討
論
会
が
始
ま
っ
た
頃
は
、

多
摩
地
域
の
各
自
治
体
を
回
っ
て
開
催
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ご
み
の
分
別
の
仕

方
や
啓
発
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、市
民

と
行
政
と
の
間
に
意
見
の
違
い
が
あ
っ
て

な
か
な
か
形
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

あ
る
地
域
で
の
事
例
が
別
の
地
域
の
参
考

に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、市
民
連
邦
が
開
催
地
の
自
治
体
と
組

ん
で
問
題
解
決
の
仕
組
み
の
提
案
を
つ
く

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
実
現
を
後
押

し
し
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
の
仕
組
み
が
整
い
、ま
た
市
民
と
行

政
と
の
懇
談
会
が
各
地
で
開
か
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、地
域
ご
と
に
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ご
み
問
題
は
個
別
の
地
域
と
い

う
よ
り
も
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
た
方
が
議
論
し
や
す
い
風
潮
に
な
り
、

２
０
０
８
年
頃
か
ら
、と
こ
と
ん
深
く
考

え
る
よ
り
、と
こ
と
ん
広
げ
て
考
え
る
と

い
う
方
針
に
変
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ま

た
、行
政
の
意
識
に
も
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
市
民
連
邦
発
足
当
初
は
ご
み
の
担
当

部
署
は
光
の
当
た
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
パ
ワ

フ
ル
な
職
員
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、

ご
み
の
分
別
や
処
分
場
の
問
題
が
あ
る

程
度
、解
決
す
る
に
従
っ
て
ご
み
の
担
当

部
署
は
縮
小
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
多
摩

地
域
は
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、

２
０
１
０
年
に
は
思
い
切
っ
て
３
会
場

で
開
催
し
た
、と
こ
と
ん
討
論
会
で
し
た

が
、メ
ン
バ
ー
の
負
担
が
大
き
く
、そ
の

後
は
事
務
所
の
あ
る
多
摩
市
内
や
近
辺
で

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ

も
地
域
と
い
う
深
掘
り
か
ら
、社
会
全
体

活
動
に
な
る
と
市
内
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

う
の
は
変
だ
ね
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。
多
摩
地
域
の
住
民
で
も
あ
っ
た
寄
本

先
生
が「
多
摩
地
域
が
ご
み
問
題
で
一
つ

に
な
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
を
作
ろ
う
」

「
ご
み
問
題
は
市
民
だ
け
・
行
政
だ
け
で
や

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
連
携
の
ス
タ
イ
ル

を
全
面
に
出
し
た
団
体
を
作
ろ
う
」と
提

唱
し
、そ
れ
に
賛
同
し
た
人
々
が
団
体
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦

が
１
９
９
４
年
に
発
足
し
た
の
で
す
。

当
時
私
は
30
代
で
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー

は
60
～
80
代
と
年
齢
が
高
く
、ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
地
元
で
先
生
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

方
も
多
く
、み
な
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、市

民
連
邦
の
３
代
目
の
事
務
局
長
と
な
っ
て

今
日
に
至
り
ま
す
。

―
そ
の
頃
に
関
わ
っ
て
い
た
の
は
ど
の

よ
う
な
人
た
ち
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

発
足
し
た
市
民
連
邦
の
目
標
や
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
団
体
や
環
境
団
体
で
活
動
す
る

人
、生
協
、元
行
政
の
人
、廃
棄
物
関
係
や

資
源
回
収
の
仕
事
に
携
わ
る
人
、学
生
な

ど
多
様
な
人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
寄

本
先
生
は
、さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
協
働
し

て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
研
究

（上） 第13回TAMAとことん討論会。テーマは『循環
型社会をつくる多摩パワー』。 2006年1月。 

（下左） エコにこセンター主催講座。家庭にある容
器を花器に使う「お花の教室」。 2021年4月。 

（下右）第17回TAMAとことん討論会 『食の3R ～日
本の�食�からごみ問題を考えよう』。 小学生から絵
を募集した。 2010年2月。
※写真はすべてNPO法人東京・多摩リサイクル市民
  連邦提供

誰
も
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

～
東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
の
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

インタビュー

江
尻
京
子 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦 

事
務
局
長
）

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
*1
は
２
０
０
２
年
に
開
設

さ
れ
た
資
源
循
環
型
社
会
の
た
め
の
啓
発

施
設
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
・
多
摩
リ

サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦（
以
下
、市
民
連
邦
）

は
こ
こ
を
運
営
す
る
と
と
も
に「
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
と
こ
と
ん
討
論
会
*2
」（
以
下
、と
こ
と

ん
討
論
会
）な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情

報
発
信
に
努
め
、市
民
・
事
業
者
・
行
政
の

協
働
を
促
し
、ご
み
問
題
の
解
決
を
牽
引

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、ご
み
を
発
端

に
身
近
な
生
活
環
境
に
対
す
る
市
民
の
意

識
の
移
り
変
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
活
動
し
て
き
た
の
か
、そ
し
て
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
、事
務
局
長
の
江
尻
京

子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■

五
位
一
体
*3
（ご
み
い
った
い
）で 

取
り
組
も
う

―
ご
み
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

１
９
９
０
年
当
時
、子
ど
も
を
連
れ
て

公
民
館
の
講
座『
ご
み
が
ハ
ン
ラ
ン
す
る

ご
み
に
関
す
る
情
報
を
さ
ら
に
収
集
し

て
活
動
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
出
て

き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
、Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21 

*4
と
い
う
行
政
主
導
型
の

事
業
が
行
わ
れ
、私
も
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
か

ら
参
加
し
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
の
こ
と

で
す
。
事
業
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が

多
摩
地
域
３
６
５
万
人
の
ご
み
問
題
を
解

決
す
る
と
い
う
も
の
で
、そ
の
背
景
に
は

日
の
出
町
に
あ
る
処
分
場
の
汚
水
漏
れ
*5

が
表
面
化
す
る
一
方
で
、二
つ
目
の
処
分

場
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、ご
み
を
減

ら
さ
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う

危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
多
摩
市
と

い
う
小
さ
な
エ
リ
ア
で
活
動
を
始
め
た
の

で
す
が
、し
だ
い
に
ご
み
問
題
に
長
く
取

り
組
む
人
や
他
地
域
で
活
動
す
る
人
た
ち

か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
早
稲
田
大
学
の

寄
本
勝
美
先
生
*6
の
よ
う
に
、“
昨
日
読
ん

だ
本
の
著
者
”と
い
っ
た
方
も
い
ら
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
と
知
り
合
え
る
面
白
さ
も

ふ
く
ら
み
ま
し
た
。

活
動
が
徐
々
に
広
が
る
な
か
、「
買
い

物
に
は
市
区
町
村
を
越
え
る
の
に
、市
民

と
き
』に
参
加
し
た
の
が
最
初
で
す
。
保

育
付
き
の
講
座
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
、

動
機
が
不
純
で
す
よ
ね
。
実
は
ご
み
に
つ

い
て
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

と
い
う
の
も
当
時
の
多
摩
市
は
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
、そ
こ
に
入
れ
れ

ば
ご
み
は
見
え
な
く
な
り
、私
の
な
か
で

は
ご
み
は
と
く
に
問
題
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
講
座
終
了
後
に
で
き
た
ア
フ
タ
ー

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
、
そ
の
仲
間
と

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

―
ご
み
問
題
に
と
く
に
関
心
を
お
持
ち

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
後
、
活

動
は
ど
の
よ
う
に
広
が
り
ま
し
た
か
。

ま
ず
、ご
み
を
考
え
る
会
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
年
齢
層
が
幅
広

く
、ま
た
講
座
受
講
者
で
は
な
い
人
た
ち

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
会
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、小
学
生
が
使
う
学

習
帳
を
再
生
紙
化
す
る
働
き
か
け
を
し
た

り
、ス
ー
パ
ー
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を

呼
び
掛
け
る
な
ど
を
し
て
い
く
な
か
で
、

多摩ニュータウン環境組合
リサイクルセンター。

（通称エコにこセンター）
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テ
ー
マ
を
お
持
ち
で
、ご
み
問
題
に
関
す

る
著
書
も
多
く
、市
民
連
邦
の
活
動
の
発

展
に
は
寄
本
先
生
の
求
心
力
が
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

市
民
連
邦
で
は
、ま
ず
、ご
み
そ
の
も

の
を
減
ら
す
こ
と
、そ
し
て
燃
や
す
の
で

あ
れ
ば
き
ち
ん
と
し
た
燃
や
し
方
を
す
る

と
い
う
理
念
を
多
摩
地
域
か
ら
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ゴ
ー

ル
を
達
成
す
る
に
は
、市
民
だ
け
で
は
な

く
行
政
も
事
業
者
も
そ
れ
ぞ
れ
が
、そ
れ

ぞ
れ
を
尊
重
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
立

ち
位
置
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
、毎
年
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
と
こ
と
ん
討
論
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
啓
発
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

■

﹁と
こ
と
ん
深
く
﹂か
ら

﹁と
こ
と
ん
広
く
﹂へ

―
と
こ
と
ん
討
論
会
は
昨
年
ま
で
に
28

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、毎
年
の
テ
ー

マ
に
は
、そ
の
時
代
の
ご
み
問
題
に
対
す

る
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
と
ん
討
論
会
が
始
ま
っ
た
頃
は
、

多
摩
地
域
の
各
自
治
体
を
回
っ
て
開
催
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ご
み
の
分
別
の
仕

方
や
啓
発
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、市
民

と
行
政
と
の
間
に
意
見
の
違
い
が
あ
っ
て

な
か
な
か
形
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

あ
る
地
域
で
の
事
例
が
別
の
地
域
の
参
考

に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、市
民
連
邦
が
開
催
地
の
自
治
体
と
組

ん
で
問
題
解
決
の
仕
組
み
の
提
案
を
つ
く

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
実
現
を
後
押

し
し
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
の
仕
組
み
が
整
い
、ま
た
市
民
と
行

政
と
の
懇
談
会
が
各
地
で
開
か
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、地
域
ご
と
に
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ご
み
問
題
は
個
別
の
地
域
と
い

う
よ
り
も
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
た
方
が
議
論
し
や
す
い
風
潮
に
な
り
、

２
０
０
８
年
頃
か
ら
、と
こ
と
ん
深
く
考

え
る
よ
り
、と
こ
と
ん
広
げ
て
考
え
る
と

い
う
方
針
に
変
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ま

た
、行
政
の
意
識
に
も
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
市
民
連
邦
発
足
当
初
は
ご
み
の
担
当

部
署
は
光
の
当
た
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
パ
ワ

フ
ル
な
職
員
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、

ご
み
の
分
別
や
処
分
場
の
問
題
が
あ
る

程
度
、解
決
す
る
に
従
っ
て
ご
み
の
担
当

部
署
は
縮
小
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
多
摩

地
域
は
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、

２
０
１
０
年
に
は
思
い
切
っ
て
３
会
場

で
開
催
し
た
、と
こ
と
ん
討
論
会
で
し
た

が
、メ
ン
バ
ー
の
負
担
が
大
き
く
、そ
の

後
は
事
務
所
の
あ
る
多
摩
市
内
や
近
辺
で

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ

も
地
域
と
い
う
深
掘
り
か
ら
、社
会
全
体

活
動
に
な
る
と
市
内
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

う
の
は
変
だ
ね
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。
多
摩
地
域
の
住
民
で
も
あ
っ
た
寄
本

先
生
が「
多
摩
地
域
が
ご
み
問
題
で
一
つ

に
な
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
を
作
ろ
う
」

「
ご
み
問
題
は
市
民
だ
け
・
行
政
だ
け
で
や

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
連
携
の
ス
タ
イ
ル

を
全
面
に
出
し
た
団
体
を
作
ろ
う
」と
提

唱
し
、そ
れ
に
賛
同
し
た
人
々
が
団
体
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦

が
１
９
９
４
年
に
発
足
し
た
の
で
す
。

当
時
私
は
30
代
で
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー

は
60
～
80
代
と
年
齢
が
高
く
、ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
地
元
で
先
生
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

方
も
多
く
、み
な
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、市

民
連
邦
の
３
代
目
の
事
務
局
長
と
な
っ
て

今
日
に
至
り
ま
す
。

―
そ
の
頃
に
関
わ
っ
て
い
た
の
は
ど
の

よ
う
な
人
た
ち
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

発
足
し
た
市
民
連
邦
の
目
標
や
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
団
体
や
環
境
団
体
で
活
動
す
る

人
、生
協
、元
行
政
の
人
、廃
棄
物
関
係
や

資
源
回
収
の
仕
事
に
携
わ
る
人
、学
生
な

ど
多
様
な
人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
寄

本
先
生
は
、さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
協
働
し

て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
研
究

（上） 第13回TAMAとことん討論会。テーマは『循環
型社会をつくる多摩パワー』。 2006年1月。 

（下左） エコにこセンター主催講座。家庭にある容
器を花器に使う「お花の教室」。 2021年4月。 

（下右）第17回TAMAとことん討論会 『食の3R ～日
本の�食�からごみ問題を考えよう』。 小学生から絵
を募集した。 2010年2月。
※写真はすべてNPO法人東京・多摩リサイクル市民
  連邦提供

誰
も
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

～
東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
の
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て

インタビュー

江
尻
京
子 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦 

事
務
局
長
）

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
*1
は
２
０
０
２
年
に
開
設

さ
れ
た
資
源
循
環
型
社
会
の
た
め
の
啓
発

施
設
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
・
多
摩
リ

サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦（
以
下
、市
民
連
邦
）

は
こ
こ
を
運
営
す
る
と
と
も
に「
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
と
こ
と
ん
討
論
会
*2
」（
以
下
、と
こ
と

ん
討
論
会
）な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情

報
発
信
に
努
め
、市
民
・
事
業
者
・
行
政
の

協
働
を
促
し
、ご
み
問
題
の
解
決
を
牽
引

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、ご
み
を
発
端

に
身
近
な
生
活
環
境
に
対
す
る
市
民
の
意

識
の
移
り
変
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
活
動
し
て
き
た
の
か
、そ
し
て
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
、事
務
局
長
の
江
尻
京

子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■

五
位
一
体
*3
（ご
み
い
った
い
）で 

取
り
組
も
う

―
ご
み
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

１
９
９
０
年
当
時
、子
ど
も
を
連
れ
て

公
民
館
の
講
座『
ご
み
が
ハ
ン
ラ
ン
す
る

ご
み
に
関
す
る
情
報
を
さ
ら
に
収
集
し

て
活
動
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
出
て

き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
、Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21 

*4
と
い
う
行
政
主
導
型
の

事
業
が
行
わ
れ
、私
も
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
か

ら
参
加
し
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
の
こ
と

で
す
。
事
業
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が

多
摩
地
域
３
６
５
万
人
の
ご
み
問
題
を
解

決
す
る
と
い
う
も
の
で
、そ
の
背
景
に
は

日
の
出
町
に
あ
る
処
分
場
の
汚
水
漏
れ
*5

が
表
面
化
す
る
一
方
で
、二
つ
目
の
処
分

場
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、ご
み
を
減

ら
さ
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う

危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
多
摩
市
と

い
う
小
さ
な
エ
リ
ア
で
活
動
を
始
め
た
の

で
す
が
、し
だ
い
に
ご
み
問
題
に
長
く
取

り
組
む
人
や
他
地
域
で
活
動
す
る
人
た
ち

か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
早
稲
田
大
学
の

寄
本
勝
美
先
生
*6
の
よ
う
に
、“
昨
日
読
ん

だ
本
の
著
者
”と
い
っ
た
方
も
い
ら
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
と
知
り
合
え
る
面
白
さ
も

ふ
く
ら
み
ま
し
た
。

活
動
が
徐
々
に
広
が
る
な
か
、「
買
い

物
に
は
市
区
町
村
を
越
え
る
の
に
、市
民

と
き
』に
参
加
し
た
の
が
最
初
で
す
。
保

育
付
き
の
講
座
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
、

動
機
が
不
純
で
す
よ
ね
。
実
は
ご
み
に
つ

い
て
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

と
い
う
の
も
当
時
の
多
摩
市
は
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
、そ
こ
に
入
れ
れ

ば
ご
み
は
見
え
な
く
な
り
、私
の
な
か
で

は
ご
み
は
と
く
に
問
題
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
講
座
終
了
後
に
で
き
た
ア
フ
タ
ー

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
、
そ
の
仲
間
と

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

―
ご
み
問
題
に
と
く
に
関
心
を
お
持
ち

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
後
、
活

動
は
ど
の
よ
う
に
広
が
り
ま
し
た
か
。

ま
ず
、ご
み
を
考
え
る
会
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
年
齢
層
が
幅
広

く
、ま
た
講
座
受
講
者
で
は
な
い
人
た
ち

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
会
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、小
学
生
が
使
う
学

習
帳
を
再
生
紙
化
す
る
働
き
か
け
を
し
た

り
、ス
ー
パ
ー
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を

呼
び
掛
け
る
な
ど
を
し
て
い
く
な
か
で
、

多摩ニュータウン環境組合
リサイクルセンター。

（通称エコにこセンター）
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る
と
い
う
こ
と
も
活
動
を
広
げ
る
重
要
な

切
り
口
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
発
生
以
前
の
状
況
に
戻
る
こ
と
は
難
し

く
、新
し
い
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
集
ま
っ
て

活
動
す
る
こ
と
を
絶
対
の
条
件
と
し
て
き

ま
し
た
が
、私
た
ち
自
身
も
、新
し
い
手

法
を
考
え
て
活
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
社
会
の
変
化
を
捉
え
て
、
私
た
ち
市

民
か
ら
新
た
な
テ
ー
マ
を
提
示
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
全
体
か
ら
す
る
と
お
金
の
流
れ
を
作

り
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
環
境

負
荷
の
少
な
い
物
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

物
、ご
み
が
出
づ
ら
い
物
を
選
ぶ
た
め
の

情
報
発
信
や
提
供
が
必
要
で
あ
り
、そ
う

し
た
物
に
お
金
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
活
動
の
一
つ
で
あ

る
と
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、人
々
の
関
心
の
一
つ
に
、買
い

過
ぎ
た
り
使
わ
な
い
の
に
持
ち
続
け
て
い

る
物
を
処
分
し
て
家
の
中
や
部
屋
の
片
づ

け
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
り

の
役
割
を
果
た
し
た
物
を
処
分
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、い
つ
買
っ
た
の
か
、な

ぜ
買
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
物
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
自
分
が
購
入
し
た
だ
け
で

は
な
く
贈
答
品
と
し
て
家
の
中
に
長
く
保

管
さ
れ
て
い
た
物
も
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も

捨
て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
買
う
時
か
ら
本
当
に
必
要
な
物
か

を
考
え
た
り
、長
く
大
事
に
使
う
こ
と
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
も
活
動
の
テ
ー
マ
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
し
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す

る
法
律
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
わ
な
い
暮
ら
し
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
る
こ
と
も
重

要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

人
が
動
け
ば
ご
み
は
発
生
し
ま
す
。
ご
み

問
題
は
市
民
活
動
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ

江
尻
京
子 ︵
え
じ
り
・
き
ょ
う
こ
︶

高
等
学
校
教
員
を
経
て
︑
１
９
９
０
年
か
ら
ご
み
問
題
に
関
わ
る
︒
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦 

事
務
局
長
︒
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
環
境
組
合 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
長
︒
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︒
東

京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
副
委
員
長
︒
本
誌

編
集
委
員
︒
著
書
﹃
み
ん
な
で
つ
く
る
リ
サ
イ
ク
ル
﹄ ︵
日
報
︶
他
︒

活
動
と
し
て
参
加
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
、そ
れ
は
長
く
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
が
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
方
向
へ
と

進
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
今
、次
の
と
こ
と
ん
討
論
会

の
テ
ー
マ
を
決
め
る
時
期
な
の
で
す
が
、

消
費
者
、あ
る
い
は
生
活
者
と
い
う
立
場

に
た
っ
て『
購
入
』を
テ
ー
マ
に
し
よ
う

か
と
話
し
て
い
ま
す
。
お
金
を
出
し
て
物

を
買
う
こ
と
は
、投
票
と
同
じ
こ
と
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

お
金
を
使
っ
て
物
を
買
う
わ
け
で
す
が
、

＊
１ 

八
王
子
市
・
町
田
市
・
多
摩
市
で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
が
運
営
す
る
多
摩
清
掃
工
場
に
併
設

さ
れ
た
ご
み
減
量
啓
発
施
設
︒ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
エ
コ
に
こ
セ
ン
タ
ー
︒

＊
２ 

１
９
９
２
年
に
実
施
さ
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
っ
た
参
加
者
有
志

が﹁
第
2
回
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
こ
と
ん
討
論
会
﹂を
開
催
︑市
民
連
邦
の
発
足
へ
と
至
る
︒
以
来
︑市
民

連
邦
を
事
務
局
と
し
て
毎
年
開
催
︒

＊
３ 

市
民
連
邦
が
掲
げ
る
理
念
︒
生
活
者
︑行
政
︑企
業
︑リ
サ
イ
ク
ル
企
業
︑教
育
研
究
者
の
5
つ
の

主
体
が﹁
市
民
﹂と
い
う
概
念
で
連
携
し
資
源
循
環
型
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
︒

＊
４ 

多
摩
東
京
移
管
百
周
年
記
念
事
業
︒１
９
９
３
年
に
多
摩
地
域
が
神
奈
川
県
か
ら
移
管
さ
れ
て

１
０
０
周
年
と
な
る
節
目
に
こ
れ
か
ら
先
の
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
と
す
る
た
め
に
多
摩
の
全
域

で
開
催
さ
れ
た
事
業
︒

＊
５ 

日
の
出
町
の
谷
戸
沢
処
分
場
で
遮
水
ゴ
ム
シ
ー
ト
の
破
損
に
よ
る
地
下
水
の
汚
水
漏
れ
が
発
覚
︒

後
に
住
民
が
操
業
停
止
な
ど
を
求
め
て
訴
訟
に
発
展
し
た
が
住
民
側
が
敗
訴
︒

＊
６ 

市
民
連
邦
の
初
代
代
表
︒
発
足
当
時
は
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
︒
専
門
は
行
政
学
︑地

方
自
治
︑環
境
政
策
︒
そ
れ
ま
で
日
の
当
た
ら
な
か
っ
た
清
掃
事
業
の
重
要
性
や
ご
み
の
資
源

化
を
説
い
た
︒﹁
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
﹂の
名
づ
け
親
︒﹃
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
﹄︵
岩
波
新
書

１
９
９
０
︶等
著
書
多
数
︒２
０
１
１
年
に
急
逝
︒

と
い
う
広
域
に
目
を
向
け
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど

協
働
っ
て
な
ん
だ
っ
け
？
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
お
さ
ら
い
し
な
い
と
ダ
メ
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
な
が
ら
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

―
市
民
や
行
政
の
ご
み
問
題
に
対
す
る

意
識
が
変
わ
る
な
か
、活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

私
個
人
と
し
て
は
、活
動
が
面
白
か
っ

た
か
ら
に
尽
き
ま
す
。
な
の
で
、ご
み
問

題
は
活
動
で
あ
り
、仕
事
で
あ
り
、趣
味

に
も
な
っ
て
い
て
、ゴ
ミ
ニ
ス
ト
と
い
う

肩
書
を
作
っ
た
ほ
ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん

ベ
ー
ス
は
市
民
活
動
と
し
て
の
ご
み
問
題

で
す
。
最
初
の
頃
は
聞
く
の
も
見
る
の
も

す
べ
て
が
新
鮮
で
し
た
し
、長
い
年
月
の

間
に
出
会
っ
た
人
た
ち
も
魅
力
的
な
人
が

多
く
宝
物
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
長
く
活

動
し
て
い
る
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
上
、大
変

な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
あ
っ

て
の
私
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
連
邦
と
し
て
は
、五
位
一
体
と
い

う
理
念
を
掲
げ
、何
で
も
燃
や
せ
ば
い
い

で
は
な
く
、多
摩
地
域
に
資
源
循
環
型
社

会
を
作
り
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動
し

て
き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
考
え
方
を
あ
る
程
度
、浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
今
、メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化

や
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
が
私
た
ち
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
多
摩
地
域
の
ご
み
の
少

な
さ
や
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
だ
そ
う
で
す
ね
。
市
民
活
動
の
成
果

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
一
つ
に
は
、日
の
出
町
の
ご
み
処

分
場
問
題
を
多
摩
地
域
の
市
民
が
自
分
事

と
し
て
捉
え
て
き
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

各
市
町
村
が
競
争
し
て
ご
み
を
減
ら
そ
う

と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
み

を
た
く
さ
ん
出
す
と
た
く
さ
ん
の
お
金
を

使
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、少
し

で
も
負
担
を
減
ら
そ
う
と
市
民
と
行
政
が

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
今
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は「
協
働
」と
い
う
言
葉
が
ま

だ
無
い
頃
か
ら
、五
位
一
体

4

4

4

4

と
か
参
画
4

4

と

か
連
携
4

4

な
ど
と
い
っ
た
言
葉
を
使
い
分
け

つ
つ
活
動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
反
対
運

動
は
市
民
の
権
利
で
あ
り
、必
要
な
時
も

あ
り
ま
す
が
、対
立
す
る
こ
と
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
も
同
じ
で
市
民
を

敵
に
し
た
と
こ
ろ
で
何
も
前
進
し
ま
せ
ん
。

施
設
建
設
や
収
集
方
法
な
ど
と
い
っ
た
新

し
い
仕
組
み
を
作
る
時
に
は
意
見
が
ぶ
つ

か
り
合
う
の
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、議

論
を
尽
く
し
、自
分
た
ち
が
何
を
す
べ
き

か
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
。
と
こ
と
ん
討

論
会
を
通
し
て
そ
の
形
を
示
し
た
り
、提

言
を
し
て
き
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
は
持
っ
て
い
ま
す
。

■

ご
み
問
題
は 

市
民
活
動
の
永
遠
の
テ
ー
マ

―
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
が
一
定
程
度
整
う
一
方
で
、人
々
の
関

心
は
ど
う
変
化
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
今
、

何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
、ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
か
。

ご
み
問
題
は
、
す
べ
て
の
人
や
活
動

に
つ
な
が
る
万
能
選
手
だ
と
思
い
ま

す
。
が
、逆
に
今
は
そ
れ
が
あ
だ
に
な
っ

て
、問
題
の
焦
点
が
ボ
ケ
て
し
ま
い
、次

の
一
歩
が
見
え
づ
ら
い
と
も
感
じ
て
い

ま
す
。
活
動
を
始
め
た
頃
は
、
ご
み
の

分
別
の
仕
方
や
処
分
場
、
ご
み
袋
の
有

料
化
な
ど
、
可
視
化
で
き
る
ご
み
問
題

固
有
の
課
題
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た

が
、お
お
か
た
形
が
で
き
た
こ
と
で
ご
み

問
題
は
す
で
に
解
決
し
た
と
捉
え
る
人
も

い
ま
す
。
課
題
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
で
市
民

●
１
９
９
２ 
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
実
施 

 
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
と
こ
と
ん
討
論
会
開
催

●
１
９
９
３ 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21 

４
月
開
幕
11
月
閉
幕 

●
１
９
９
４ 

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
発
足
　

●
１
９
９
８ 

谷
戸
沢
処
分
場
埋
立
終
了 

二
ツ
塚
処
分
場
埋
立
開
始

●
２
０
０
０ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
完
全
施
行
　

●
２
０
０
１ 

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
施
行 

東
京
都
市
長
会 

家
庭
ご
み
有
料
化
提
言

●
２
０
０
２ 

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
受
託
。法
人
格
取
得

●
２
０
０
４ 

お
ち
ゃ
わ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動 

第
11
回
討
論
会 『
循
環
型
社
会
づ
く
り 

 

in
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
～
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
転
換
』

●
２
０
０
８ 

改
正
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
完
全
施
行

●
２
０
１
１ 

第
18
回
討
論
会 『
地
域
発 

多
摩
の
ご
み
』 

 

３
会
場
で
実
施

●
２
０
１
６ 

第
23
回
討
論
会 『
陶
磁
器
製
食
器
と
３
Ｒ 

 

～
食
卓
か
ら
考
え
る「
も
っ
た
い
な
い
」』

●
２
０
１
８ 

第
25
回
討
論
会 『
も
っ
と
楽
し
く 

も
っ
と 

 

身
近
に 

わ
が
ま
ち
の「
３
Ｒ
施
設
」』

●
２
０
１
９ 

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
施
行

●
２
０
２
０ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
。 

レ
ジ
袋
有
料
化 （
７
月
）  

第
28
回 『
コ
ロ
ナ
と
ご
み
～
変
わ
る
私
た
ち  

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
＠
オ
ン
ラ
イ
ン
』

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
の

活
動
と
関
連
す
る
出
来
事
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る
と
い
う
こ
と
も
活
動
を
広
げ
る
重
要
な

切
り
口
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
発
生
以
前
の
状
況
に
戻
る
こ
と
は
難
し

く
、新
し
い
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
集
ま
っ
て

活
動
す
る
こ
と
を
絶
対
の
条
件
と
し
て
き

ま
し
た
が
、私
た
ち
自
身
も
、新
し
い
手

法
を
考
え
て
活
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
社
会
の
変
化
を
捉
え
て
、
私
た
ち
市

民
か
ら
新
た
な
テ
ー
マ
を
提
示
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
全
体
か
ら
す
る
と
お
金
の
流
れ
を
作

り
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
環
境

負
荷
の
少
な
い
物
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

物
、ご
み
が
出
づ
ら
い
物
を
選
ぶ
た
め
の

情
報
発
信
や
提
供
が
必
要
で
あ
り
、そ
う

し
た
物
に
お
金
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
活
動
の
一
つ
で
あ

る
と
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、人
々
の
関
心
の
一
つ
に
、買
い

過
ぎ
た
り
使
わ
な
い
の
に
持
ち
続
け
て
い

る
物
を
処
分
し
て
家
の
中
や
部
屋
の
片
づ

け
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
り

の
役
割
を
果
た
し
た
物
を
処
分
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、い
つ
買
っ
た
の
か
、な

ぜ
買
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
物
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
自
分
が
購
入
し
た
だ
け
で

は
な
く
贈
答
品
と
し
て
家
の
中
に
長
く
保

管
さ
れ
て
い
た
物
も
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も

捨
て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
買
う
時
か
ら
本
当
に
必
要
な
物
か

を
考
え
た
り
、長
く
大
事
に
使
う
こ
と
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
も
活
動
の
テ
ー
マ
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
し
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す

る
法
律
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
わ
な
い
暮
ら
し
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
る
こ
と
も
重

要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

人
が
動
け
ば
ご
み
は
発
生
し
ま
す
。
ご
み

問
題
は
市
民
活
動
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ

江
尻
京
子 ︵
え
じ
り
・
き
ょ
う
こ
︶

高
等
学
校
教
員
を
経
て
︑
１
９
９
０
年
か
ら
ご
み
問
題
に
関
わ
る
︒
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦 

事
務
局
長
︒
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
環
境
組
合 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
長
︒
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︒
東

京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
副
委
員
長
︒
本
誌

編
集
委
員
︒
著
書
﹃
み
ん
な
で
つ
く
る
リ
サ
イ
ク
ル
﹄ ︵
日
報
︶
他
︒

活
動
と
し
て
参
加
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
、そ
れ
は
長
く
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
が
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
方
向
へ
と

進
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
今
、次
の
と
こ
と
ん
討
論
会

の
テ
ー
マ
を
決
め
る
時
期
な
の
で
す
が
、

消
費
者
、あ
る
い
は
生
活
者
と
い
う
立
場

に
た
っ
て『
購
入
』を
テ
ー
マ
に
し
よ
う

か
と
話
し
て
い
ま
す
。
お
金
を
出
し
て
物

を
買
う
こ
と
は
、投
票
と
同
じ
こ
と
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

お
金
を
使
っ
て
物
を
買
う
わ
け
で
す
が
、

＊
１ 

八
王
子
市
・
町
田
市
・
多
摩
市
で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
が
運
営
す
る
多
摩
清
掃
工
場
に
併
設

さ
れ
た
ご
み
減
量
啓
発
施
設
︒ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
エ
コ
に
こ
セ
ン
タ
ー
︒

＊
２ 

１
９
９
２
年
に
実
施
さ
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
っ
た
参
加
者
有
志

が﹁
第
2
回
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
こ
と
ん
討
論
会
﹂を
開
催
︑市
民
連
邦
の
発
足
へ
と
至
る
︒
以
来
︑市
民

連
邦
を
事
務
局
と
し
て
毎
年
開
催
︒

＊
３ 

市
民
連
邦
が
掲
げ
る
理
念
︒
生
活
者
︑行
政
︑企
業
︑リ
サ
イ
ク
ル
企
業
︑教
育
研
究
者
の
5
つ
の

主
体
が﹁
市
民
﹂と
い
う
概
念
で
連
携
し
資
源
循
環
型
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
︒

＊
４ 

多
摩
東
京
移
管
百
周
年
記
念
事
業
︒１
９
９
３
年
に
多
摩
地
域
が
神
奈
川
県
か
ら
移
管
さ
れ
て

１
０
０
周
年
と
な
る
節
目
に
こ
れ
か
ら
先
の
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
と
す
る
た
め
に
多
摩
の
全
域

で
開
催
さ
れ
た
事
業
︒

＊
５ 

日
の
出
町
の
谷
戸
沢
処
分
場
で
遮
水
ゴ
ム
シ
ー
ト
の
破
損
に
よ
る
地
下
水
の
汚
水
漏
れ
が
発
覚
︒

後
に
住
民
が
操
業
停
止
な
ど
を
求
め
て
訴
訟
に
発
展
し
た
が
住
民
側
が
敗
訴
︒

＊
６ 

市
民
連
邦
の
初
代
代
表
︒
発
足
当
時
は
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
︒
専
門
は
行
政
学
︑地

方
自
治
︑環
境
政
策
︒
そ
れ
ま
で
日
の
当
た
ら
な
か
っ
た
清
掃
事
業
の
重
要
性
や
ご
み
の
資
源

化
を
説
い
た
︒﹁
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
﹂の
名
づ
け
親
︒﹃
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
﹄︵
岩
波
新
書

１
９
９
０
︶等
著
書
多
数
︒２
０
１
１
年
に
急
逝
︒

と
い
う
広
域
に
目
を
向
け
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど

協
働
っ
て
な
ん
だ
っ
け
？
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
お
さ
ら
い
し
な
い
と
ダ
メ
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
な
が
ら
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

―
市
民
や
行
政
の
ご
み
問
題
に
対
す
る

意
識
が
変
わ
る
な
か
、活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

私
個
人
と
し
て
は
、活
動
が
面
白
か
っ

た
か
ら
に
尽
き
ま
す
。
な
の
で
、ご
み
問

題
は
活
動
で
あ
り
、仕
事
で
あ
り
、趣
味

に
も
な
っ
て
い
て
、ゴ
ミ
ニ
ス
ト
と
い
う

肩
書
を
作
っ
た
ほ
ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん

ベ
ー
ス
は
市
民
活
動
と
し
て
の
ご
み
問
題

で
す
。
最
初
の
頃
は
聞
く
の
も
見
る
の
も

す
べ
て
が
新
鮮
で
し
た
し
、長
い
年
月
の

間
に
出
会
っ
た
人
た
ち
も
魅
力
的
な
人
が

多
く
宝
物
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
長
く
活

動
し
て
い
る
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
上
、大
変

な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
あ
っ

て
の
私
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
連
邦
と
し
て
は
、五
位
一
体
と
い

う
理
念
を
掲
げ
、何
で
も
燃
や
せ
ば
い
い

で
は
な
く
、多
摩
地
域
に
資
源
循
環
型
社

会
を
作
り
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動
し

て
き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
考
え
方
を
あ
る
程
度
、浸
透
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
今
、メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化

や
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
が
私
た
ち
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
多
摩
地
域
の
ご
み
の
少

な
さ
や
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
だ
そ
う
で
す
ね
。
市
民
活
動
の
成
果

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
一
つ
に
は
、日
の
出
町
の
ご
み
処

分
場
問
題
を
多
摩
地
域
の
市
民
が
自
分
事

と
し
て
捉
え
て
き
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

各
市
町
村
が
競
争
し
て
ご
み
を
減
ら
そ
う

と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
み

を
た
く
さ
ん
出
す
と
た
く
さ
ん
の
お
金
を

使
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、少
し

で
も
負
担
を
減
ら
そ
う
と
市
民
と
行
政
が

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
今
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は「
協
働
」と
い
う
言
葉
が
ま

だ
無
い
頃
か
ら
、五
位
一
体

4

4

4

4

と
か
参
画
4

4

と

か
連
携
4

4

な
ど
と
い
っ
た
言
葉
を
使
い
分
け

つ
つ
活
動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
反
対
運

動
は
市
民
の
権
利
で
あ
り
、必
要
な
時
も

あ
り
ま
す
が
、対
立
す
る
こ
と
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
も
同
じ
で
市
民
を

敵
に
し
た
と
こ
ろ
で
何
も
前
進
し
ま
せ
ん
。

施
設
建
設
や
収
集
方
法
な
ど
と
い
っ
た
新

し
い
仕
組
み
を
作
る
時
に
は
意
見
が
ぶ
つ

か
り
合
う
の
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、議

論
を
尽
く
し
、自
分
た
ち
が
何
を
す
べ
き

か
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
。
と
こ
と
ん
討

論
会
を
通
し
て
そ
の
形
を
示
し
た
り
、提

言
を
し
て
き
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
は
持
っ
て
い
ま
す
。

■

ご
み
問
題
は 

市
民
活
動
の
永
遠
の
テ
ー
マ

―
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
が
一
定
程
度
整
う
一
方
で
、人
々
の
関

心
は
ど
う
変
化
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
今
、

何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
、ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
か
。

ご
み
問
題
は
、
す
べ
て
の
人
や
活
動

に
つ
な
が
る
万
能
選
手
だ
と
思
い
ま

す
。
が
、逆
に
今
は
そ
れ
が
あ
だ
に
な
っ

て
、問
題
の
焦
点
が
ボ
ケ
て
し
ま
い
、次

の
一
歩
が
見
え
づ
ら
い
と
も
感
じ
て
い

ま
す
。
活
動
を
始
め
た
頃
は
、
ご
み
の

分
別
の
仕
方
や
処
分
場
、
ご
み
袋
の
有

料
化
な
ど
、
可
視
化
で
き
る
ご
み
問
題

固
有
の
課
題
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た

が
、お
お
か
た
形
が
で
き
た
こ
と
で
ご
み

問
題
は
す
で
に
解
決
し
た
と
捉
え
る
人
も

い
ま
す
。
課
題
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
で
市
民

●
１
９
９
２ 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
実
施 

 

多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
と
こ
と
ん
討
論
会
開
催

●
１
９
９
３ 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21 

４
月
開
幕
11
月
閉
幕 

●
１
９
９
４ 

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
発
足
　

●
１
９
９
８ 

谷
戸
沢
処
分
場
埋
立
終
了 

二
ツ
塚
処
分
場
埋
立
開
始

●
２
０
０
０ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
完
全
施
行
　

●
２
０
０
１ 

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
施
行 

東
京
都
市
長
会 

家
庭
ご
み
有
料
化
提
言

●
２
０
０
２ 

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
受
託
。法
人
格
取
得

●
２
０
０
４ 

お
ち
ゃ
わ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動 

第
11
回
討
論
会 『
循
環
型
社
会
づ
く
り 

 

in
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
～
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
転
換
』

●
２
０
０
８ 

改
正
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
完
全
施
行

●
２
０
１
１ 

第
18
回
討
論
会 『
地
域
発 

多
摩
の
ご
み
』 

 

３
会
場
で
実
施

●
２
０
１
６ 

第
23
回
討
論
会 『
陶
磁
器
製
食
器
と
３
Ｒ 

 

～
食
卓
か
ら
考
え
る「
も
っ
た
い
な
い
」』

●
２
０
１
８ 

第
25
回
討
論
会 『
も
っ
と
楽
し
く 

も
っ
と 

 

身
近
に 

わ
が
ま
ち
の「
３
Ｒ
施
設
」』

●
２
０
１
９ 

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
施
行

●
２
０
２
０ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
。 

レ
ジ
袋
有
料
化 （
７
月
）  

第
28
回 『
コ
ロ
ナ
と
ご
み
～
変
わ
る
私
た
ち  

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
＠
オ
ン
ラ
イ
ン
』

東
京
・
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
連
邦
の

活
動
と
関
連
す
る
出
来
事
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特 集   変わりゆく社会とボランティア・市民活動

企
業
に
よ
る
人
権
侵
害
、人
身
売
買
、ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、市
民
社
会
組
織
規
制
な

ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が
起
き
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
市
民
社
会
ス
ペ
ー
ス
」

（
人
間
の
尊
厳
や
人
権
が
守
ら
れ
、
人
々

が
人
間
ら
し
く
自
由
に
、豊
か
な
暮
ら
し

が
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、自
由
で
平
等

な
個
人
が
、自
立
し
て
対
等
な
関
係
で
構

成
さ
れ
て
い
る
社
会
）の
危
機
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
直
近
で
も
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い

て
、2
月
に
国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が

発
生
。
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
、国
軍

が
政
権
を
掌
握
し
た
。
市
民
に
よ
る
抗
議

活
動
は
武
力
で
弾
圧
さ
れ
、多
く
の
市
民

が
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

は
制
限
さ
れ
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
公
務
員
を
中
心
と
し
た
市
民
に

よ
る
不
服
従
運
動
が
続
い
て
い
る
が
、経

済
的
活
動
も
制
限
さ
れ
て
い
て
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
合
わ
せ
て
、

貧
困
率
が
５
割
に
拡
大
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る（
国
連
開
発
計
画
２
０
２
１
年
5
月

発
表
）。
ま
た
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、

8
月
15
日
に
タ
リ
バ
ン
が
全
土
を
掌
握
。

タ
リ
バ
ン
は
、こ
れ
ま
で
に
デ
モ
を
許
可

制
に
し
て
抗
議
の
声
を
封
じ
込
め
て
い
る

ほ
か
、国
際
社
会
が
懸
念
す
る
女
性
の
教

育
や
就
労
は
保
障
す
る
と
し
た
も
の
の
、

大
学
で
の
男
女
共
学
を
認
め
な
い
な
ど
、

イ
ス
ラ
ム
の
教
え
に
基
づ
く
と
し
た
統
治

を
進
め
て
い
る
。
食
糧
や
医
療
物
資
な
ど

が
国
内
に
入
り
づ
ら
い
状
況
が
続
き
、経

済
の
悪
化
や
食
料
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、

人
道
的
な
危
機
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い

て
、国
連
は
、来
年
半
ば
ま
で
に
国
民
の

97
％
が
貧
困
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
警

告
し
て
い
る
。

一
方
、こ
れ
ら
の
国
に
限
ら
ず
、シ
ャ

ン
テ
ィ
が
活
動
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

で
も
、経
済
優
先
で
基
本
的
に
人
権
が
尊

重
さ
れ
な
い
状
況
が
散
見
し
て
い
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
は
中
国
を
後
ろ
盾
に
し
て
、

経
済
成
長
を
続
け
な
が
ら
、野
党
第
1
党

を
解
散
さ
せ
、政
府
に
批
判
的
な
マ
ス
コ

ミ
を
解
散
さ
せ
、事
実
上
の
一
党
独
裁
制

に
移
行
。
タ
イ
で
は
、政
治
的
混
乱
が
続

き
、こ
こ
数
年
は
軍
が
政
府
を
掌
握
。
ラ

オ
ス
で
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
家
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、現
地
政
府
が
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
制
限
す
る
傾
向
が
高
ま
っ

て
お
り
、
よ
り
底
辺
に
い
る
脆
弱
層
の

人
々
に
寄
り
添
い
活
動
す
る
こ
と
を
目
指

す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、活
動
の
継
続
の
危

機
と
も
言
え
る
。

■

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本
国
内
の
社
会
課
題
に

対
し
て
も
活
動
開
始 

︵社
会
課
題
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
︶

私
が
、シ
ャ
ン
テ
ィ
に
入
職
し
た
当
時

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
協
働

す
る
た
め
に
発
足
し
た
日
本
の
緊
急
人
道

支
援
の
し
く
み
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら
に
、
貧
困
・
格
差
・
気
候
変
動
と

い
う
地
球
規
模
の
課
題
を
抱
え
、「
こ
の

ま
ま
で
は
世
界
は
立
ち
い
か
な
い
」と
い

う
強
い
危
機
感
の
も
と
、２
０
１
５
年
９

月
に
国
連
で
、
２
０
３
０
年
を
達
成
期

限
と
す
る
包
括
的
な
目
標「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable D
evelopm

ent G
oals

）

［
持
続
可
能
な
開
発
目
標
］が
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ジ
ャ
パ
ン
）を
結
成
。
日
本
政
府
が

設
置
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
円
卓
会
議
に
市

民
社
会
代
表
を
送
り
、日
本
政
府
へ
働
き

か
け
を
行
う
ほ
か
国
際
会
議
へ
参
加
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
以
外
に
も
、こ
の
30
年
間
で
Ｎ

Ｇ
Ｏ
同
士
や
他
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
が
活

発
と
な
り
、様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。

■

市
民
社
会
ス
ペ
ー
ス
の
危
機
︵紛
争

と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
︶

一
方
で
、
21
世
紀
に
入
り
、表
現
の
自

由
を
行
使
し
た
こ
と
に
よ
る
拘
禁
、貧
困

や
腐
敗
、経
済
的
不
平
等
、武
力
紛
争
、難

民
の
人
道
的
危
機
、あ
ら
ゆ
る
形
の
差
別
、

アフガニスタンでの青空教室。
市川さんは2001年の緊急人道支援・
教育支援事業の立ち上げに携わった。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
今
ま
で
、現
在
、そ
し
て
未
来

寄稿

市
川 

斉 

（
公
益
社
団
法
人 

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会 

地
球
市
民
事
業
課
長
）

当
会
、公
益
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
以
下
、シ
ャ
ン
テ
ィ
）

は
、今
年
で
設
立
40
周
年
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
と

同
じ
年
に
設
立
さ
れ
、民
間
国
際
協
力
団

体（
以
下
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
）と
し
て
、海
外
に
お

け
る
教
育
・
文
化
支
援
活
動
、
緊
急
人
道

支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
。
今
ま
で
に

４
２
４
校
の
学
校
建
設
、約
１
０
０
０
カ

所
の
図
書
館（
図
書
室
）を
建
設
。
届
け
た

絵
本
は
約
35
万
冊
で
、そ
の
図
書
館
利
用

者
は
延
べ
１
６
０
０
万
人
。
国
内
外
で
の

緊
急
人
道
支
援
に
は
76
回
取
り
組
ん
で
き

た
。私

は
、１
９
９
０
年
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
に

入
職
。
１
９
９
５
年
に
阪
神
淡
路
大
震
災

に
お
け
る
緊
急
救
援
及
び
復
興
支
援
活

動
、２
０
０
１
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

後
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
緊
急
人
道
支

援
及
び
教
育
支
援
事
業
の
立
ち
上
げ
、こ

の
7
月
ま
で
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る

教
育
支
援
事
業
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
、東

京
事
務
所
に
お
い
て
、現
地
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
業
務
に
関
わ
り
、
現
在
は
、

国
内
外
に
お
け
る
緊
急
人
道
支
援
活
動
、

在
留
外
国
人
支
援
活
動
を
担
う
地
球
市

民
事
業
課
の
責
任
者
を
し
て
い
る
。
私
見

の
域
を
脱
し
な
い
側
面
は
あ
る
も
の
の
、

い
と
設
立
さ
れ
た
団
体
が
多
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、現
場
で
地
道
に

活
動
す
る
だ
け
で
は
根
本
的
な
問
題
が
解

決
し
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
、

ま
た
は
、政
府
、企
業
な
ど
様
々
な
セ
ク

タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
協
働
を
展
開

し
て
き
た
。

例
え
ば
、１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
た

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
）。
日
本
有
数
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
、
政
府
や
企
業
、

労
働
組
合
、
自
治
体
な
ど
と
の
連
携
・
協

働
を
進
め
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
を
最
大
化
し
、

社
会
課
題
解
決
の
促
進
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、外
務
省
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
い
て

は
、１
９
９
６
年
よ
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
外
務
省

定
期
協
議
会
を
開
始
し
、政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）に
つ
い
て
定
期
的
に
議
論
し
、

１
９
９
８
年
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ

－

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

よ
り
効
果
的
な
国
際
協
力
の
実
現
と
、国

際
協
力
へ
の
市
民
の
理
解
と
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、２
０
０
０
年
に
は
、迅
速
な
緊

急
人
道
支
援
に
対
応
す
る
た
め
の
ス
キ
ー

ム
と
し
て
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、経
済
界
、政
府
が
対

こ
の
30
年
間
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、社
会
や
市
民

活
動
と
ど
う
関
わ
り
、組
織
の
課
題
と
ど

う
向
き
合
い
、今
後
、ど
の
よ
う
な
こ
と

を
目
指
し
て
い
く
の
か
、自
分
と
シ
ャ
ン

テ
ィ
の
関
わ
り
を
軸
に
、述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

■

個
々
の
活
動
か
ら 

様
々
な
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
協
力
へ

シ
ャ
ン
テ
ィ
が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、タ
イ
に
逃
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民

へ
の
救
援
活
動
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、大
人

が
子
ど
も
を
青
空
学
級
で
教
え
て
い
る

様
子
を
見
て
、難
民
キ
ャ
ン
プ
で
文
庫
活

動
を
開
始
。
教
育
支
援
の
重
要
性
を
認
識

し
、そ
れ
以
来
、教
育
文
化
支
援
活
動
に

関
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、タ
イ
国
境
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
の
活
動
か
ら
、貧
困
に
喘

ぐ
タ
イ
の
農
村
部
、住
環
境
が
劣
悪
な
首

都
バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
地
区
で
の
活
動
へ

と
広
が
っ
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
支
援

の
傍
ら
、多
く
の
現
地
の
人
々
と
の
出
会

い
の
中
で
事
業
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
か
つ
て
、多
く
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
と
っ
て
、現
地
で
の
貧
困
や
教
育
の

課
題
と
出
会
っ
て
、そ
こ
を
何
と
か
し
た

豊島区にて、在留外国人への
包括的生活安定支援で食糧配布をする。
2021年。
※写真はすべて、公益社団法人シャンティ
国際ボランティア会提供
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企
業
に
よ
る
人
権
侵
害
、人
身
売
買
、ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、市
民
社
会
組
織
規
制
な

ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が
起
き
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
市
民
社
会
ス
ペ
ー
ス
」

（
人
間
の
尊
厳
や
人
権
が
守
ら
れ
、
人
々

が
人
間
ら
し
く
自
由
に
、豊
か
な
暮
ら
し

が
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、自
由
で
平
等

な
個
人
が
、自
立
し
て
対
等
な
関
係
で
構

成
さ
れ
て
い
る
社
会
）の
危
機
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
直
近
で
も
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い

て
、2
月
に
国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が

発
生
。
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
、国
軍

が
政
権
を
掌
握
し
た
。
市
民
に
よ
る
抗
議

活
動
は
武
力
で
弾
圧
さ
れ
、多
く
の
市
民

が
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

は
制
限
さ
れ
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
公
務
員
を
中
心
と
し
た
市
民
に

よ
る
不
服
従
運
動
が
続
い
て
い
る
が
、経

済
的
活
動
も
制
限
さ
れ
て
い
て
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
合
わ
せ
て
、

貧
困
率
が
５
割
に
拡
大
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る（
国
連
開
発
計
画
２
０
２
１
年
5
月

発
表
）。
ま
た
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、

8
月
15
日
に
タ
リ
バ
ン
が
全
土
を
掌
握
。

タ
リ
バ
ン
は
、こ
れ
ま
で
に
デ
モ
を
許
可

制
に
し
て
抗
議
の
声
を
封
じ
込
め
て
い
る

ほ
か
、国
際
社
会
が
懸
念
す
る
女
性
の
教

育
や
就
労
は
保
障
す
る
と
し
た
も
の
の
、

大
学
で
の
男
女
共
学
を
認
め
な
い
な
ど
、

イ
ス
ラ
ム
の
教
え
に
基
づ
く
と
し
た
統
治

を
進
め
て
い
る
。
食
糧
や
医
療
物
資
な
ど

が
国
内
に
入
り
づ
ら
い
状
況
が
続
き
、経

済
の
悪
化
や
食
料
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、

人
道
的
な
危
機
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い

て
、国
連
は
、来
年
半
ば
ま
で
に
国
民
の

97
％
が
貧
困
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
警

告
し
て
い
る
。

一
方
、こ
れ
ら
の
国
に
限
ら
ず
、シ
ャ

ン
テ
ィ
が
活
動
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

で
も
、経
済
優
先
で
基
本
的
に
人
権
が
尊

重
さ
れ
な
い
状
況
が
散
見
し
て
い
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
は
中
国
を
後
ろ
盾
に
し
て
、

経
済
成
長
を
続
け
な
が
ら
、野
党
第
1
党

を
解
散
さ
せ
、政
府
に
批
判
的
な
マ
ス
コ

ミ
を
解
散
さ
せ
、事
実
上
の
一
党
独
裁
制

に
移
行
。
タ
イ
で
は
、政
治
的
混
乱
が
続

き
、こ
こ
数
年
は
軍
が
政
府
を
掌
握
。
ラ

オ
ス
で
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
家
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、現
地
政
府
が
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
制
限
す
る
傾
向
が
高
ま
っ

て
お
り
、
よ
り
底
辺
に
い
る
脆
弱
層
の

人
々
に
寄
り
添
い
活
動
す
る
こ
と
を
目
指

す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、活
動
の
継
続
の
危

機
と
も
言
え
る
。

■

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本
国
内
の
社
会
課
題
に

対
し
て
も
活
動
開
始 

︵社
会
課
題
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
︶

私
が
、シ
ャ
ン
テ
ィ
に
入
職
し
た
当
時

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
協
働

す
る
た
め
に
発
足
し
た
日
本
の
緊
急
人
道

支
援
の
し
く
み
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら
に
、
貧
困
・
格
差
・
気
候
変
動
と

い
う
地
球
規
模
の
課
題
を
抱
え
、「
こ
の

ま
ま
で
は
世
界
は
立
ち
い
か
な
い
」と
い

う
強
い
危
機
感
の
も
と
、２
０
１
５
年
９

月
に
国
連
で
、
２
０
３
０
年
を
達
成
期

限
と
す
る
包
括
的
な
目
標「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable D
evelopm

ent G
oals

）

［
持
続
可
能
な
開
発
目
標
］が
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ジ
ャ
パ
ン
）を
結
成
。
日
本
政
府
が

設
置
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
円
卓
会
議
に
市

民
社
会
代
表
を
送
り
、日
本
政
府
へ
働
き

か
け
を
行
う
ほ
か
国
際
会
議
へ
参
加
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
以
外
に
も
、こ
の
30
年
間
で
Ｎ

Ｇ
Ｏ
同
士
や
他
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
が
活

発
と
な
り
、様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。

■

市
民
社
会
ス
ペ
ー
ス
の
危
機
︵紛
争

と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
︶

一
方
で
、
21
世
紀
に
入
り
、表
現
の
自

由
を
行
使
し
た
こ
と
に
よ
る
拘
禁
、貧
困

や
腐
敗
、経
済
的
不
平
等
、武
力
紛
争
、難

民
の
人
道
的
危
機
、あ
ら
ゆ
る
形
の
差
別
、

アフガニスタンでの青空教室。
市川さんは2001年の緊急人道支援・
教育支援事業の立ち上げに携わった。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
今
ま
で
、現
在
、そ
し
て
未
来

寄稿

市
川 

斉 

（
公
益
社
団
法
人 

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会 

地
球
市
民
事
業
課
長
）

当
会
、公
益
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
以
下
、シ
ャ
ン
テ
ィ
）

は
、今
年
で
設
立
40
周
年
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
と

同
じ
年
に
設
立
さ
れ
、民
間
国
際
協
力
団

体（
以
下
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
）と
し
て
、海
外
に
お

け
る
教
育
・
文
化
支
援
活
動
、
緊
急
人
道

支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
。
今
ま
で
に

４
２
４
校
の
学
校
建
設
、約
１
０
０
０
カ

所
の
図
書
館（
図
書
室
）を
建
設
。
届
け
た

絵
本
は
約
35
万
冊
で
、そ
の
図
書
館
利
用

者
は
延
べ
１
６
０
０
万
人
。
国
内
外
で
の

緊
急
人
道
支
援
に
は
76
回
取
り
組
ん
で
き

た
。私

は
、１
９
９
０
年
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
に

入
職
。
１
９
９
５
年
に
阪
神
淡
路
大
震
災

に
お
け
る
緊
急
救
援
及
び
復
興
支
援
活

動
、２
０
０
１
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

後
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
緊
急
人
道
支

援
及
び
教
育
支
援
事
業
の
立
ち
上
げ
、こ

の
7
月
ま
で
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る

教
育
支
援
事
業
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
、東

京
事
務
所
に
お
い
て
、現
地
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
業
務
に
関
わ
り
、
現
在
は
、

国
内
外
に
お
け
る
緊
急
人
道
支
援
活
動
、

在
留
外
国
人
支
援
活
動
を
担
う
地
球
市

民
事
業
課
の
責
任
者
を
し
て
い
る
。
私
見

の
域
を
脱
し
な
い
側
面
は
あ
る
も
の
の
、

い
と
設
立
さ
れ
た
団
体
が
多
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、現
場
で
地
道
に

活
動
す
る
だ
け
で
は
根
本
的
な
問
題
が
解

決
し
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
、

ま
た
は
、政
府
、企
業
な
ど
様
々
な
セ
ク

タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
協
働
を
展
開

し
て
き
た
。

例
え
ば
、１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ
た

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
）。
日
本
有
数
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
、
政
府
や
企
業
、

労
働
組
合
、
自
治
体
な
ど
と
の
連
携
・
協

働
を
進
め
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
を
最
大
化
し
、

社
会
課
題
解
決
の
促
進
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、外
務
省
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
い
て

は
、１
９
９
６
年
よ
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
外
務
省

定
期
協
議
会
を
開
始
し
、政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）に
つ
い
て
定
期
的
に
議
論
し
、

１
９
９
８
年
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ

－

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

よ
り
効
果
的
な
国
際
協
力
の
実
現
と
、国

際
協
力
へ
の
市
民
の
理
解
と
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、２
０
０
０
年
に
は
、迅
速
な
緊

急
人
道
支
援
に
対
応
す
る
た
め
の
ス
キ
ー

ム
と
し
て
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、経
済
界
、政
府
が
対

こ
の
30
年
間
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、社
会
や
市
民

活
動
と
ど
う
関
わ
り
、組
織
の
課
題
と
ど

う
向
き
合
い
、今
後
、ど
の
よ
う
な
こ
と

を
目
指
し
て
い
く
の
か
、自
分
と
シ
ャ
ン

テ
ィ
の
関
わ
り
を
軸
に
、述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

■

個
々
の
活
動
か
ら 

様
々
な
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
協
力
へ

シ
ャ
ン
テ
ィ
が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、タ
イ
に
逃
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民

へ
の
救
援
活
動
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、大
人

が
子
ど
も
を
青
空
学
級
で
教
え
て
い
る

様
子
を
見
て
、難
民
キ
ャ
ン
プ
で
文
庫
活

動
を
開
始
。
教
育
支
援
の
重
要
性
を
認
識

し
、そ
れ
以
来
、教
育
文
化
支
援
活
動
に

関
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、タ
イ
国
境
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
の
活
動
か
ら
、貧
困
に
喘

ぐ
タ
イ
の
農
村
部
、住
環
境
が
劣
悪
な
首

都
バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
地
区
で
の
活
動
へ

と
広
が
っ
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
支
援

の
傍
ら
、多
く
の
現
地
の
人
々
と
の
出
会

い
の
中
で
事
業
が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
か
つ
て
、多
く
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
と
っ
て
、現
地
で
の
貧
困
や
教
育
の

課
題
と
出
会
っ
て
、そ
こ
を
何
と
か
し
た

豊島区にて、在留外国人への
包括的生活安定支援で食糧配布をする。
2021年。
※写真はすべて、公益社団法人シャンティ
国際ボランティア会提供
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特 集   変わりゆく社会とボランティア・市民活動

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
名
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
広
報
の
課
題
、労
務
管
理
、

組
織
の
中
長
期
計
画
を
策
定
し
て
の
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、組
織
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
を
高
め
る
必
要
性
な
ど
、組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
、ま
す
ま
す
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

■

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
未
来

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
運
営
上
の
課
題
に
直
面
し
な

が
ら
も
、現
代
の
社
会
に
お
い
て
、役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、現
場
で
当
事
者
と
寄
り
添
い
、中

立
性
、独
立
性
を
貫
き
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
国
の
枠
を
超
え
て
、フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
良
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、多
様
性

を
尊
重
し
て
、相
手
の
文
化
を
尊
重
し
な

が
ら
活
動
す
る
。
今
後
ま
す
ま
す
、社
会

変
革
の
た
め
、そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の

た
め
、不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
強
み
を
い
か
し
つ

つ
、資
金
調
達
、組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

発
信
力
を
高
め
、マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
一
員
と
し
て
、他
の
セ
ク
タ
ー
と

共
に
課
題
解
決
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
自
ら
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、絶
え

ず
、変
化
し
て
突
き
進
む
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
。
最
後
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
わ
る
者

と
し
て
、自
戒
を
込
め
て
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
を
紹
介
し
て
、終
わ

り
と
し
た
い
。

最
も
強
い
者
が
生
き
残
る
訳
で
は
な
い
、

最
も
賢
い
者
が
生
き
残
る
訳
で
は
な
い
、

唯
一
変
化
で
き
る
者
が
生
き
残
る
。

へ
飛
び
込
む
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
っ
た

が
、最
近
で
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

に
よ
る
起
業
、一
般
企
業
、自
治
体
、大
学

な
ど
様
々
な
ア
ク
タ
ー
が
関
わ
る
よ
う
に

な
り
、必
ず
し
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
な
く
て
も
関

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
い
人
か
ら
見

れ
ば
、「
給
料
の
低
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、国
際
開

発
に
興
味
が
な
け
れ
ば
就
職
先
の
選
択
肢

に
な
ら
な
い
」「
自
分
の
生
活
を
犠
牲
に
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
強
い
た

め
、な
か
な
か
飛
び
込
み
づ
ら
い
」「
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
偽
善
者
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

い
」な
ど
の
声
も
あ
り
、ス
マ
ー
ト
さ
よ

り
ダ
サ
い
と
い
う
感
じ
も
す
る
と
い
う
声

も
あ
る（
平
成
30
年
度 

外
務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研

究
会「
２
０
３
０
年
を
見
据
え
た
日
本
の

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
」よ
り
）。

一
方
、
海
外
の
現
場
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス

タ
ッ
フ
が
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
、

そ
の
象
徴
的
な
例
で
は
、２
０
１
９
年
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
殺
害
さ
れ
た
中
村
哲

さ
ん
の
事
件
で
あ
る
。
私
自
身
、ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
い
た
時
に
は
、地
域
の
部
族

と
の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
方
に
行
っ
て
も
身
の
安
全
を
守
ら
れ
て

い
た
が
、現
在
で
も
、そ
の
よ
う
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、様
々
な

安
全
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
以
外
で
も
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
業
界
の
認

知
度
は
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、個
別

市
川	

斉	︵
い
ち
か
わ
・
ひ
と
し
︶

公
益
社
団
法
人	

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会	

地
球
市
民
事
業
課
長

静
岡
県
出
身
︒
１
９
９
０
年
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
に
入
職
︒

１
９
９
５
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
緊
急
救
援
・
復
興
支
援
︑

２
０
０
１
年
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
緊
急
救

援
活
動
や
教
育
支
援
活
動
に
携
わ
る
︒
２
０
０
５
年
よ
り
海
外
事
業
課

長
︑
事
務
局
次
長
︑
常
務
理
事
に
従
事
︒
２
０
１
９
年
７
月
よ
り
ミ
ャ
ン

マ
ー
事
務
所
長
︑
２
０
２
１
年
よ
り
現
職
︒
Ｊ
Ｐ
Ｆ
︵
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
︶
副
代
表
︑
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
︵
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
︶

副
理
事
長
な
ど
を
歴
任
︒
第
16
回
ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
門
︵
国
際
︶
受
賞
︒
著
書
は
﹃
ハ
ジ
バ
バ
と
１
０
０
０
頭
の
ロ
バ	

～
震
災
・
神
戸
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
～
﹄︵
筒
井
書
房
︶
他
︒

シャンティのコミュニティ文庫でイベントを
楽しむアフガニスタンの子どもたち。
治安の状況により臨時休業もしばしばあった。

は
、「
南
北
問
題
」（
日
本
や
欧
米
な
ど
の

経
済
先
進
国
の
経
済
発
展
が
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
な
ど
の
開
発
発
展
途
上
国
の
貧
困

を
引
き
起
こ
す
問
題
）に
対
し
て
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、ど
う
活
動
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、社
会
課
題
が
ボ
ー
ダ
レ
ス

化
す
る
中
、経
済
先
進
国
で
も
社
会
課
題

が
表
面
化
し
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
国
内
課
題
に
取

り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
と
言

え
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
で
は
、豊
島
区
に
お
い
て
、

在
留
す
る
外
国
人
に
対
す
る
２
つ
の
活

動
を
開
始
し
た
。
ひ
と
つ
は
、昨
年
６
月

よ
り
、豊
島
子
ど
も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
し
、外
国
ル
ー
ツ

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
居
場
所
づ
く
り
。
も
う
ひ
と
つ

は
、今
年
5
月
よ
り
開
始
し
た
、生
活
が

困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
在
留
外
国

人
に
対
し
て
、３
つ
の
柱（
生
活
支
援
・
法

的
支
援
・
社
会
的
包
摂
）を
軸
と
し
た
包
括

的
生
活
安
定
支
援
で
、弁
護
士
法
人
東
京

パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
、社
会
福
祉
法

人
豊
島
区
民
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
い
る
。
活
動
を
開
始
し
た
背
景
と
し
て
、

豊
島
区
は
、日
本
で
も
8
番
目
に
在
留
外

国
人
が
多
い
自
治
体
で
あ
る
。
こ
こ
で
生

活
す
る
子
ど
も
の
多
く
が
外
国
で
生
ま
れ

育
ち
、親
に
連
れ
ら
れ
て
学
齢
期
に
日
本

へ
移
住
。
言
葉
や
文
化
の
違
い
な
ど
で
、

日
本
で
の
暮
ら
し
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

子
ど
も
た
ち
も
多
い
。
ま
た
、最
近
は
、新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、多
く

の
在
留
外
国
人（
特
に
、こ
こ
数
年
で
来

日
し
た
外
国
人
）の
収
入
が
減
少
、仕
事

を
失
い
、厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
以
外
で
も
、例
え
ば
、ピ
ー

ス
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
、犬
の「
殺
処

分
ゼ
ロ
」を
目
指
し
て
活
動
す
る
ピ
ー
ス

ワ
ン
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ま
た
、セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
、日
本
国

内
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
問
題
解
決
や

災
害
時
の
子
ど
も
の
保
護
に
特
化
し
た

チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ス
ペ
ー
ス

の
設
営
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、こ
こ
数
年
来
、
海
外
に

お
け
る
国
際
協
力
活
動
に
関
わ
り
な
が
ら
、

国
内
課
題
へ
も
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
増
え

て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

■

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
抱
え
る
課
題

今
で
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
言
え
ば
、国
際
協

力
に
関
わ
る
民
間
団
体
と
し
て
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、日
本
に
は
４
０
０
団
体

以
上
存
在
す
る
と
言
わ
れ
、ひ
と
つ
の
社

会
の
セ
ク
タ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
て

い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、最
近
で
は
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
斜
陽
産
業
と
も
揶
揄
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
運
営
に
苦
労
し

て
い
る
の
は
、30
年
前
と
変
わ
ら
な
い
。

大
き
な
課
題
は
、資
金
調
達
と
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
で
あ
る
。『
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｃ

Ｓ
Ｏ
＊
等
に
お
け
る
組
織
・
活
動
状
況
実

態
調
査（
２
０
１
９
年
）』（
１
９
８
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
回
答
）に
よ
れ
ば
、国
際
協
力
を
行
う

組
織
の
収
入
の
合
計
規
模
は
４
５
０
億
円

ほ
ど
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
収

入
規
模
上
位
10
の
組
織（
全
体
の
６
％
）が

こ
の
全
収
入
の
7
割
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
お
よ
そ
70
％
の
組
織
の
収
入
は
１
億
円

未
満
で
あ
り
、そ
の
内
50
％
ほ
ど
の
組
織

は
４
０
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
。
し
か
も
、

職
員
の
給
与
は
、民
間
の
平
均
と
比
べ
る

と
、
7
～
8
割
前
後（
ま
た
は
、
そ
れ
以

下
）。
更
に
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン

サ
ス
２
０
１
９
」に
よ
れ
ば
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
職

員
の
平
均
在
職
年
数
は
6
年
だ
が
、20
代

で
は
２
・
１
年
、30
代
で
は
４
・
１
年
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、多

く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
有
給
ス
タ
ッ
フ
数
名
で
活

動
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、財

政
的
に
非
常
に
厳
し
い
運
営
を
し
て
い
る

姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
あ
る
若
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス

タ
ッ
フ
が
、「
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
て
い
る
の
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
の
待

遇
で
は
、持
続
可
能
な
生
活
が
で
き
な
い
」

と
嘆
い
て
い
た
が
、そ
の
言
葉
が
心
に
突

き
刺
さ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、国
際
協
力
に
関
わ
る
た
め
に

は
、か
つ
て
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
海
外
協
力
隊

＊	Civil	Society	Organization。市民社会組織。

ミャンマー・ベグー郡の学校図書館。
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の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
名
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
広
報
の
課
題
、労
務
管
理
、

組
織
の
中
長
期
計
画
を
策
定
し
て
の
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、組
織
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
を
高
め
る
必
要
性
な
ど
、組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
、ま
す
ま
す
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

■

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
未
来

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
運
営
上
の
課
題
に
直
面
し
な

が
ら
も
、現
代
の
社
会
に
お
い
て
、役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、現
場
で
当
事
者
と
寄
り
添
い
、中

立
性
、独
立
性
を
貫
き
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
国
の
枠
を
超
え
て
、フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
良
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、多
様
性

を
尊
重
し
て
、相
手
の
文
化
を
尊
重
し
な

が
ら
活
動
す
る
。
今
後
ま
す
ま
す
、社
会

変
革
の
た
め
、そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の

た
め
、不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
強
み
を
い
か
し
つ

つ
、資
金
調
達
、組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

発
信
力
を
高
め
、マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
一
員
と
し
て
、他
の
セ
ク
タ
ー
と

共
に
課
題
解
決
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
自
ら
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、絶
え

ず
、変
化
し
て
突
き
進
む
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
。
最
後
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関
わ
る
者

と
し
て
、自
戒
を
込
め
て
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
を
紹
介
し
て
、終
わ

り
と
し
た
い
。

最
も
強
い
者
が
生
き
残
る
訳
で
は
な
い
、

最
も
賢
い
者
が
生
き
残
る
訳
で
は
な
い
、

唯
一
変
化
で
き
る
者
が
生
き
残
る
。

へ
飛
び
込
む
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
っ
た

が
、最
近
で
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

に
よ
る
起
業
、一
般
企
業
、自
治
体
、大
学

な
ど
様
々
な
ア
ク
タ
ー
が
関
わ
る
よ
う
に

な
り
、必
ず
し
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
な
く
て
も
関

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
い
人
か
ら
見

れ
ば
、「
給
料
の
低
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、国
際
開

発
に
興
味
が
な
け
れ
ば
就
職
先
の
選
択
肢

に
な
ら
な
い
」「
自
分
の
生
活
を
犠
牲
に
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
強
い
た

め
、な
か
な
か
飛
び
込
み
づ
ら
い
」「
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
偽
善
者
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

い
」な
ど
の
声
も
あ
り
、ス
マ
ー
ト
さ
よ

り
ダ
サ
い
と
い
う
感
じ
も
す
る
と
い
う
声

も
あ
る（
平
成
30
年
度 

外
務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研

究
会「
２
０
３
０
年
を
見
据
え
た
日
本
の

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
」よ
り
）。

一
方
、
海
外
の
現
場
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス

タ
ッ
フ
が
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
、

そ
の
象
徴
的
な
例
で
は
、２
０
１
９
年
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
殺
害
さ
れ
た
中
村
哲

さ
ん
の
事
件
で
あ
る
。
私
自
身
、ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
い
た
時
に
は
、地
域
の
部
族

と
の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
方
に
行
っ
て
も
身
の
安
全
を
守
ら
れ
て

い
た
が
、現
在
で
も
、そ
の
よ
う
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、様
々
な

安
全
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
以
外
で
も
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
業
界
の
認

知
度
は
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、個
別

市
川	

斉	︵
い
ち
か
わ
・
ひ
と
し
︶

公
益
社
団
法
人	

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会	

地
球
市
民
事
業
課
長

静
岡
県
出
身
︒
１
９
９
０
年
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
に
入
職
︒

１
９
９
５
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
緊
急
救
援
・
復
興
支
援
︑

２
０
０
１
年
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
緊
急
救

援
活
動
や
教
育
支
援
活
動
に
携
わ
る
︒
２
０
０
５
年
よ
り
海
外
事
業
課

長
︑
事
務
局
次
長
︑
常
務
理
事
に
従
事
︒
２
０
１
９
年
７
月
よ
り
ミ
ャ
ン

マ
ー
事
務
所
長
︑
２
０
２
１
年
よ
り
現
職
︒
Ｊ
Ｐ
Ｆ
︵
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
︶
副
代
表
︑
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
︵
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
︶

副
理
事
長
な
ど
を
歴
任
︒
第
16
回
ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
門
︵
国
際
︶
受
賞
︒
著
書
は
﹃
ハ
ジ
バ
バ
と
１
０
０
０
頭
の
ロ
バ	

～
震
災
・
神
戸
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
～
﹄︵
筒
井
書
房
︶
他
︒

シャンティのコミュニティ文庫でイベントを
楽しむアフガニスタンの子どもたち。
治安の状況により臨時休業もしばしばあった。

は
、「
南
北
問
題
」（
日
本
や
欧
米
な
ど
の

経
済
先
進
国
の
経
済
発
展
が
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
な
ど
の
開
発
発
展
途
上
国
の
貧
困

を
引
き
起
こ
す
問
題
）に
対
し
て
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、ど
う
活
動
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、社
会
課
題
が
ボ
ー
ダ
レ
ス

化
す
る
中
、経
済
先
進
国
で
も
社
会
課
題

が
表
面
化
し
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
国
内
課
題
に
取

り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
と
言

え
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
で
は
、豊
島
区
に
お
い
て
、

在
留
す
る
外
国
人
に
対
す
る
２
つ
の
活

動
を
開
始
し
た
。
ひ
と
つ
は
、昨
年
６
月

よ
り
、豊
島
子
ど
も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
し
、外
国
ル
ー
ツ

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
居
場
所
づ
く
り
。
も
う
ひ
と
つ

は
、今
年
5
月
よ
り
開
始
し
た
、生
活
が

困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
在
留
外
国

人
に
対
し
て
、３
つ
の
柱（
生
活
支
援
・
法

的
支
援
・
社
会
的
包
摂
）を
軸
と
し
た
包
括

的
生
活
安
定
支
援
で
、弁
護
士
法
人
東
京

パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
、社
会
福
祉
法

人
豊
島
区
民
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
い
る
。
活
動
を
開
始
し
た
背
景
と
し
て
、

豊
島
区
は
、日
本
で
も
8
番
目
に
在
留
外

国
人
が
多
い
自
治
体
で
あ
る
。
こ
こ
で
生

活
す
る
子
ど
も
の
多
く
が
外
国
で
生
ま
れ

育
ち
、親
に
連
れ
ら
れ
て
学
齢
期
に
日
本

へ
移
住
。
言
葉
や
文
化
の
違
い
な
ど
で
、

日
本
で
の
暮
ら
し
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

子
ど
も
た
ち
も
多
い
。
ま
た
、最
近
は
、新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、多
く

の
在
留
外
国
人（
特
に
、こ
こ
数
年
で
来

日
し
た
外
国
人
）の
収
入
が
減
少
、仕
事

を
失
い
、厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
以
外
で
も
、例
え
ば
、ピ
ー

ス
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
、犬
の「
殺
処

分
ゼ
ロ
」を
目
指
し
て
活
動
す
る
ピ
ー
ス

ワ
ン
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ま
た
、セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
、日
本
国

内
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
問
題
解
決
や

災
害
時
の
子
ど
も
の
保
護
に
特
化
し
た

チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ス
ペ
ー
ス

の
設
営
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、こ
こ
数
年
来
、
海
外
に

お
け
る
国
際
協
力
活
動
に
関
わ
り
な
が
ら
、

国
内
課
題
へ
も
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
増
え

て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

■

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
抱
え
る
課
題

今
で
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
言
え
ば
、国
際
協

力
に
関
わ
る
民
間
団
体
と
し
て
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、日
本
に
は
４
０
０
団
体

以
上
存
在
す
る
と
言
わ
れ
、ひ
と
つ
の
社

会
の
セ
ク
タ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
て

い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、最
近
で
は
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
斜
陽
産
業
と
も
揶
揄
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
運
営
に
苦
労
し

て
い
る
の
は
、30
年
前
と
変
わ
ら
な
い
。

大
き
な
課
題
は
、資
金
調
達
と
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
で
あ
る
。『
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｃ

Ｓ
Ｏ
＊
等
に
お
け
る
組
織
・
活
動
状
況
実

態
調
査（
２
０
１
９
年
）』（
１
９
８
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
回
答
）に
よ
れ
ば
、国
際
協
力
を
行
う

組
織
の
収
入
の
合
計
規
模
は
４
５
０
億
円

ほ
ど
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
収

入
規
模
上
位
10
の
組
織（
全
体
の
６
％
）が

こ
の
全
収
入
の
7
割
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
お
よ
そ
70
％
の
組
織
の
収
入
は
１
億
円

未
満
で
あ
り
、そ
の
内
50
％
ほ
ど
の
組
織

は
４
０
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
。
し
か
も
、

職
員
の
給
与
は
、民
間
の
平
均
と
比
べ
る

と
、
7
～
8
割
前
後（
ま
た
は
、
そ
れ
以

下
）。
更
に
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン

サ
ス
２
０
１
９
」に
よ
れ
ば
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
職

員
の
平
均
在
職
年
数
は
6
年
だ
が
、20
代

で
は
２
・
１
年
、30
代
で
は
４
・
１
年
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、多

く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
有
給
ス
タ
ッ
フ
数
名
で
活

動
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、財

政
的
に
非
常
に
厳
し
い
運
営
を
し
て
い
る

姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
あ
る
若
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス

タ
ッ
フ
が
、「
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
て
い
る
の
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
の
待

遇
で
は
、持
続
可
能
な
生
活
が
で
き
な
い
」

と
嘆
い
て
い
た
が
、そ
の
言
葉
が
心
に
突

き
刺
さ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、国
際
協
力
に
関
わ
る
た
め
に

は
、か
つ
て
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
海
外
協
力
隊

＊	Civil	Society	Organization。市民社会組織。
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東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
以
下
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）

の
情
報
誌『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』を
１
９
８
９
年
か
ら
２
０
０
４
年

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
直
前
ま
で
担
当
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
前
身
、

「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」の
時
代
で
す
。
当
時
は
12
ペ
ー

ジ
で
、毎
月
の
発
行
で
し
た
。
特
集
に
つ
い
て
は
各
号
の
執
筆
担

当
を
決
め
て
書
い
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
な
社
会
課

題
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で
、「
今
回
は
こ
れ
で
行
こ
う
！
」と
編

集
会
議
で
決
め
て
、担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
取
材

に
出
か
け
て
い
っ
て
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、起
承
転
結
の
あ

る
３
２
０
０
字
の
原
稿
を
執
筆
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
文
字
数
に

合
わ
せ
て
ま
と
め
る
力
が
つ
き
ま
し
た（
笑
）

当
セ
ン
タ
ー
の
文
化
と
し
て「
と
に
か
く
外
に
出
よ
う
！ 

現
場

に
行
こ
う
！
」と
い
う
気
風
が
あ
り
、取
材
に
行
く
こ
と
に
よ
っ

て
活
動
者
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、他
の
事
業
に
も
つ
な
げ
て
推

進
で
き
る
の
で
、と
に
か
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
飛
び
出
し
て
行
き

ま
し
た
。

│
印
象
に
残
っ
て
い
る
特
集
や
連
載
枠
は
あ
り
ま
す
か
？

特
集
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

『
地
域
の
中
の
精
神
障
害
者 

〜「
Ｊ
Ｈ
Ｃ
板
橋
」の
活
動
か
ら
〜
』

（
１
９
９
２
年
３
月
）。
精
神
病
院
を
退
院
で
き
る
人
た
ち
が
地
域

創刊号（モノクロ複写本のみ現存）。
ボランティア文化の時代を創っていこうと
いう使命感・意気込みを隅々から感じます。

初期には「ボランティア」そ
のものに関するテーマをた
びたび特集しました。 ボラ
ンティアという言葉にも誤
解の強かった時代、まずは
基本から、といった思いが
あったのかもしれません。

こんなものも。 
「特集付録・ボランティア自己診断」

『ネットワーク』
でふりかえる40年

『ネットワーク』誌も東京ボランティア・

市民活動センターとともに 40 歳を迎え

ました（当初の誌名は『ボランティア 

ネット・ワーク』）。手前味噌全開では

ありますが、特集テーマ等から時代の

空気を読み取ることもできそうです。

河村暁子
（東京ボランティア・

市民活動センター 主任）

90 年代前後に本誌編集

を担当したスタッフに、

当時をふりかえりつつ

語ってもらいました。

あのころ
（＆これから）

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の〝
受
け
皿
〞を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
に
お
会
い
し
ま
し
た
。「
こ
ん
な
ふ
う
に

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
市
民
主
導
で
作
り
上
げ
て
い
く
ん
だ
」と
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、個
々
の
方
へ
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
ク
だ
け
で
は
な
く
、社
会
に
も
働
き
か
け
て
い
く
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
知

り
、感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、『
東
京
ゴ
ミ
事
情 

〜
ゴ
ミ
に
取
り
組
む
〜
』

（
１
９
９
０
年
２
月
）、『〝
災
害
弱
者
〞（
現
在
で
は
、災
害
要
配
慮
者
）

を
支
え
る
地
域
の
防
災
・
災
害
救
護
体
制
』（
１
９
９
０
年
９
月
）、

『
華
や
か
な「
国
際
化
」の
陰
で 

〜
在
日
外
国
人
に
対
し
て
医
療
は

保
障
さ
れ
て
い
る
か
〜
』（
１
９
９
１
年
４
月
）、『
企
業
か
ら
の
ラ

ブ
・
コ
ー
ル
が
聞
こ
え
ま
す
か
？ 

〜
社
会
貢
献
活
動
の
現
状
と
課

題
〜
』（
１
９
９
２
年
２
月
）、『「
路
上
」か
ら
、「
家
」の
中
へ
、「
地

域
社
会
」の
中
へ 

〜
東
京
に
お
け
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〜
』（
１
９
９
５
年
７
月
）、『
日
本
の
女
性
た
ち

は
世
界
に
何
を
伝
え
て
き
た
の
か
？ 

〜
第
４
回
世
界
女
性
会
議

（
北
京
女
性
会
議
）の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
〜
』（
１
９
９
５
年
10

月
）な
ど
、狭
義
の
福
祉
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
テ
ー
マ
で
取

材
を
し
ま
し
た
。

連
載
記
事
に
は『
わ
が
街
の
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
』が
あ
り
、各
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
動
き
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

『
市
民
活
動
い
ろ
は
坂
』と
い
う
ペ
ー
ジ
で
は
、紆
余
曲
折
し
な
が

ら
進
ん
で
い
く
市
民
活
動
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
掲
載
し
ま
し
た
。
当

時
は
ま
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、各
地
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
他
の
地
域
に
知
ら
せ
る
と
い

う
役
割
が
本
誌
に
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ま
た
、毎
回
３
〜
４
ペ
ー
ジ
を
割
い
て「
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
」と
題
し
、そ
の
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
関
連
イ
ベ
ン
ト
・
図
書
な
ど
の
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
し

1995年、阪神・淡路大震災。 それまでボ
ランティア活動に関心のなかった市民が
全国から多数救援に駆けつけたとされ、
この年が「ボランティア元年」と呼ばれる
端緒にもなりました。

ボランティア情報等を載せた情
報ページ（初期には別冊の形で
発行）。 こうした情報類は今では
ウェブサイト「ボラ市民ウェブ」上
で検索可能な形で提供されてお
り、格段に便利になりました。
これも時代の変化のひとつ。

1990年代。 幅広くさまざまな分野の課題を取り上げました。
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東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
以
下
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）

の
情
報
誌『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』を
１
９
８
９
年
か
ら
２
０
０
４
年

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
直
前
ま
で
担
当
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
前
身
、

「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」の
時
代
で
す
。
当
時
は
12
ペ
ー

ジ
で
、毎
月
の
発
行
で
し
た
。
特
集
に
つ
い
て
は
各
号
の
執
筆
担

当
を
決
め
て
書
い
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
な
社
会
課

題
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で
、「
今
回
は
こ
れ
で
行
こ
う
！
」と
編

集
会
議
で
決
め
て
、担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
取
材

に
出
か
け
て
い
っ
て
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、起
承
転
結
の
あ

る
３
２
０
０
字
の
原
稿
を
執
筆
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
文
字
数
に

合
わ
せ
て
ま
と
め
る
力
が
つ
き
ま
し
た（
笑
）

当
セ
ン
タ
ー
の
文
化
と
し
て「
と
に
か
く
外
に
出
よ
う
！ 

現
場

に
行
こ
う
！
」と
い
う
気
風
が
あ
り
、取
材
に
行
く
こ
と
に
よ
っ

て
活
動
者
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、他
の
事
業
に
も
つ
な
げ
て
推

進
で
き
る
の
で
、と
に
か
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
飛
び
出
し
て
行
き

ま
し
た
。

│
印
象
に
残
っ
て
い
る
特
集
や
連
載
枠
は
あ
り
ま
す
か
？

特
集
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

『
地
域
の
中
の
精
神
障
害
者 

〜「
Ｊ
Ｈ
Ｃ
板
橋
」の
活
動
か
ら
〜
』

（
１
９
９
２
年
３
月
）。
精
神
病
院
を
退
院
で
き
る
人
た
ち
が
地
域

創刊号（モノクロ複写本のみ現存）。
ボランティア文化の時代を創っていこうと
いう使命感・意気込みを隅々から感じます。

初期には「ボランティア」そ
のものに関するテーマをた
びたび特集しました。 ボラ
ンティアという言葉にも誤
解の強かった時代、まずは
基本から、といった思いが
あったのかもしれません。

こんなものも。 
「特集付録・ボランティア自己診断」

『ネットワーク』
でふりかえる40年

『ネットワーク』誌も東京ボランティア・

市民活動センターとともに 40 歳を迎え

ました（当初の誌名は『ボランティア 

ネット・ワーク』）。手前味噌全開では

ありますが、特集テーマ等から時代の

空気を読み取ることもできそうです。

河村暁子
（東京ボランティア・

市民活動センター 主任）

90 年代前後に本誌編集

を担当したスタッフに、

当時をふりかえりつつ

語ってもらいました。

あのころ
（＆これから）

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の〝
受
け
皿
〞を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
に
お
会
い
し
ま
し
た
。「
こ
ん
な
ふ
う
に

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
市
民
主
導
で
作
り
上
げ
て
い
く
ん
だ
」と
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、個
々
の
方
へ
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
ク
だ
け
で
は
な
く
、社
会
に
も
働
き
か
け
て
い
く
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
知

り
、感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、『
東
京
ゴ
ミ
事
情 

〜
ゴ
ミ
に
取
り
組
む
〜
』

（
１
９
９
０
年
２
月
）、『〝
災
害
弱
者
〞（
現
在
で
は
、災
害
要
配
慮
者
）

を
支
え
る
地
域
の
防
災
・
災
害
救
護
体
制
』（
１
９
９
０
年
９
月
）、

『
華
や
か
な「
国
際
化
」の
陰
で 

〜
在
日
外
国
人
に
対
し
て
医
療
は

保
障
さ
れ
て
い
る
か
〜
』（
１
９
９
１
年
４
月
）、『
企
業
か
ら
の
ラ

ブ
・
コ
ー
ル
が
聞
こ
え
ま
す
か
？ 

〜
社
会
貢
献
活
動
の
現
状
と
課

題
〜
』（
１
９
９
２
年
２
月
）、『「
路
上
」か
ら
、「
家
」の
中
へ
、「
地

域
社
会
」の
中
へ 

〜
東
京
に
お
け
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〜
』（
１
９
９
５
年
７
月
）、『
日
本
の
女
性
た
ち

は
世
界
に
何
を
伝
え
て
き
た
の
か
？ 

〜
第
４
回
世
界
女
性
会
議

（
北
京
女
性
会
議
）の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
〜
』（
１
９
９
５
年
10

月
）な
ど
、狭
義
の
福
祉
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
テ
ー
マ
で
取

材
を
し
ま
し
た
。

連
載
記
事
に
は『
わ
が
街
の
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
』が
あ
り
、各
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
動
き
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

『
市
民
活
動
い
ろ
は
坂
』と
い
う
ペ
ー
ジ
で
は
、紆
余
曲
折
し
な
が

ら
進
ん
で
い
く
市
民
活
動
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
掲
載
し
ま
し
た
。
当

時
は
ま
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、各
地
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
他
の
地
域
に
知
ら
せ
る
と
い

う
役
割
が
本
誌
に
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ま
た
、毎
回
３
〜
４
ペ
ー
ジ
を
割
い
て「
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
」と
題
し
、そ
の
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
関
連
イ
ベ
ン
ト
・
図
書
な
ど
の
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
し

1995年、阪神・淡路大震災。 それまでボ
ランティア活動に関心のなかった市民が
全国から多数救援に駆けつけたとされ、
この年が「ボランティア元年」と呼ばれる
端緒にもなりました。

ボランティア情報等を載せた情
報ページ（初期には別冊の形で
発行）。 こうした情報類は今では
ウェブサイト「ボラ市民ウェブ」上
で検索可能な形で提供されてお
り、格段に便利になりました。
これも時代の変化のひとつ。

1990年代。 幅広くさまざまな分野の課題を取り上げました。
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ネットワーク 2014／4・5  4
南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。
（南三陸町災害ボランティアセンター: 本文7～9ページ）

２
月
１
日
～
３
日
に
か
け
て
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
を
出
発
点
と
し
、
宮
城
県
南
三
陸
町
、
宮

城
県
石
巻
市
、
福
島
県
伊
達
市
と
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
を
め
ぐ
っ
た
。
限
ら
れ
た
日
数
の

中
で
、
多
く
の
地
を
訪
ね
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
今
の
被

災
地
の
現
状
を
少
し
で
も
伝
え
た
い
と
い
う
想

い
で
訪
れ
た
。

３
年
は
確
か
に
節
目
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

い
ま
な
お
続
く
震
災
の
途
中
経
過
に
す
ぎ
な
い
。

被
災
直
後
は
報
道
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
取
組
み
は
、
現

在
に
至
っ
て
は
、
多
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

今
後
も
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
く
復
興
支

援
の
道
の
り
の
中
で
、
ど
ん
な
人
が
、
ど
の
よ

う
な
想
い
で
活
動
を
続
け
て
い
る
の
か
。
被
災

地
を
歩
き
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々
な

市
民
活
動
を
追
っ
て
み
た
。

震
災
３
年

被
災
地
の
市
民
活
動
を
歩
く

南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。
（南三陸町災害ボランティアセンター:（南三陸町災害ボランティアセンター:（南三陸町災害ボランティアセンター:
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陸前たがだ八起プロジェクト
（岩手県陸前高田市）

南三陸町災害ボランティアセンター
（宮城県南三陸町）

sweet treat 311
（宮城県石巻市）

小国からの咲
え が お

顔（福島県伊達市）

ピースボート
災害ボランティアセンター

（宮城県石巻市）

盛岡駅 ● 

新青森駅 ● 

一ノ関駅 ● 

仙台駅 ● 

 福島駅 ●福島駅 ●福島駅 ●福島駅 ●

特集  
被災地の市民活動を歩く

な
。
や
は
り
、あ
の
時
代
な
ら
で
は
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
た
い
」と
思
っ
た
ら
、ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
ま
す
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
で
来
所
さ
れ
る
個
人

の
方
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
し

た
い
」と
い
っ
た
相
談
や「
企
業
で
社
会
貢
献
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
」と
い
う
よ
う
な
組
織
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

│
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』誌
は
ど
う
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？

例
え
ば
、国
際
協
力
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
人
は
、き
っ
と

国
際
協
力
に
つ
い
て
の
知
識
や
活
動
事
例
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
専
門
誌
を
読
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、〝
大
衆
誌
〞と
し
て
の
あ
り

方
か
な
、と
思
い
ま
す
。
国
際
協
力
の
活
動
を
し
て
い
る
人
は
、他

の
分
野
に
つ
い
て
は
、も
し
か
し
た
ら
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
。〝
大
衆
誌
〞と
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
わ
か

り
や
す
く
取
り
上
げ
、い
か
に
よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
が
つ
な
が
っ
て
い
け
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
と
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
情
報
誌
の
役
割
は
、単
に
情
報
を
伝
え

る
だ
け
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市

民
活
動
の
持
つ〝
価
値
〞を
い
か
に
多
く
の
人
に
共
感
的
に
伝
え
て

い
け
る
か
、で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
こ

の
団
体
は
今
こ
う
い
う
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
」と
い
う
よ
う
な

具
体
的
な
情
報
も
掲
載
す
る
こ
と
で
、読
者
の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
、

市
民
や
組
織
を「
つ
な
ぐ
」と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
の
主
要
な
媒

体
の
ひ
と
つ
が
情
報
誌『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』だ
と
い
う
意
識
を
も

つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

2020年～、
新型コロナウイルス感染症流行。

東日本大震災（2011年）については現地取材を行い、
発災直後から3年後、5年後、10年後の4度にわたり特集。

�多様であること�についての
意識化と議論がますます重要
になってきています。

当時はLGBTという言葉もまだ
ほとんど知られていませんでした。  
2007年11・12月号特集「セクシュ
アリティがみえてきた」。

時代の変化に対応すべく、2005年春の
「リニューアル創刊号」より誌面を一新。

00年代も後半の頃になると、
「貧困」の問題がより注目されるようになってきました。

視覚コミュニケーションという
視点から組んだフルカラー特集。 
1950年代からの各種資料を集め、
市民活動を過去に遡りました。

た
。
情
報
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、当
セ
ン

タ
ー
に
毎
日
寄
せ
ら
れ
る
膨
大
な
チ
ラ
シ
や
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
等
を

徹
底
的
に
読
み
込
み
、そ
こ
か
ら
抜
粋
し
て
文
字
に
起
こ
し
て
い

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
時
代
に
は
と
て
も
重
要
な
ペ
ー

ジ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
時
代
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？ 

当
時
と
今
と
を
く
ら

べ
て
み
て
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
時
は
、障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
た
め
の「
手
話
」や「
点
訳
」、

「
音
訳
」、「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」、「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」、在
宅
の
高
齢

な
方
の
た
め
の「
食
事
サ
ー
ビ
ス
」、「
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」、

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、外
国
ル
ー
ツ
の
方
た
ち
の
た
め
の「
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」な
ど
、地
域
ベ
ー
ス
で
の
活
動
が
た
く
さ

ん
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
っ
て
い
く
動
き
も
盛
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
当
セ
ン
タ
ー
の

会
議
室
を
利
用
し
に
い
ら
し
た
り
、そ
う
し
た
会
議
に
当
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
間
近
に
見
る
機
会
が
多
く
、私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
も
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
今
は
こ
の
こ
と
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
」と
い
っ
た
こ
と
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

主
婦
層
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
、地
域
社

会
の
た
め
に
必
要
だ
と
思
え
ば
、臆
す
る
こ
と
な
く
自
治
体
に
で

も
ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
い
っ
て
窮
状
を
訴
え
る
。
自
治
体
側
も

地
域
社
会
の
た
め
に
無
償
で
貢
献
し
て
く
れ
て
い
る
市
民
た
ち
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、交
渉
が
続
い
て
い
く
中
で
、改
善
の

糸
口
が
見
え
て
く
る
。
そ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

組
織
で
は
な
く
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
動
い
て
い
る
の
が
よ
く

見
え
る
と
い
う
か
、「
顔
の
見
え
る
社
会
」と
言
っ
た
ら
よ
い
の
か

1998年3月、NPO法成立。 成立実現の背景には市民側の活発な議論と
働きかけがあり、本誌でも成立前より数回にわたって特集を組みました。

2000年のインターネット特集。 
インターネットが本格的に社会に浸透
しはじめた頃。 とはいえ、SNS等はまだ
存在していませんでした。

「ボランティア・NPOと行政とのパ
ートナーシップってなんだろう??」

（1996年7月号）。 本誌特集に初め
て「NPO」という言葉が登場。

2000年7月～、三宅島噴火災害。
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南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。
（南三陸町災害ボランティアセンター: 本文7～9ページ）

２
月
１
日
～
３
日
に
か
け
て
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
を
出
発
点
と
し
、
宮
城
県
南
三
陸
町
、
宮

城
県
石
巻
市
、
福
島
県
伊
達
市
と
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
を
め
ぐ
っ
た
。
限
ら
れ
た
日
数
の

中
で
、
多
く
の
地
を
訪
ね
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
今
の
被

災
地
の
現
状
を
少
し
で
も
伝
え
た
い
と
い
う
想

い
で
訪
れ
た
。

３
年
は
確
か
に
節
目
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

い
ま
な
お
続
く
震
災
の
途
中
経
過
に
す
ぎ
な
い
。

被
災
直
後
は
報
道
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
取
組
み
は
、
現

在
に
至
っ
て
は
、
多
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

今
後
も
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
く
復
興
支

援
の
道
の
り
の
中
で
、
ど
ん
な
人
が
、
ど
の
よ

う
な
想
い
で
活
動
を
続
け
て
い
る
の
か
。
被
災

地
を
歩
き
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々
な

市
民
活
動
を
追
っ
て
み
た
。

震
災
３
年

被
災
地
の
市
民
活
動
を
歩
く

南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。南三陸町防災対策庁舎。 ここで町の職員含め43人がなくなった。
（南三陸町災害ボランティアセンター:（南三陸町災害ボランティアセンター:（南三陸町災害ボランティアセンター:
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陸前たがだ八起プロジェクト
（岩手県陸前高田市）

南三陸町災害ボランティアセンター
（宮城県南三陸町）

sweet treat 311
（宮城県石巻市）

小国からの咲
え が お

顔（福島県伊達市）

ピースボート
災害ボランティアセンター

（宮城県石巻市）

盛岡駅 ● 

新青森駅 ● 

一ノ関駅 ● 

仙台駅 ● 

 福島駅 ●福島駅 ●福島駅 ●福島駅 ●

特集  
被災地の市民活動を歩く

な
。
や
は
り
、あ
の
時
代
な
ら
で
は
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
た
い
」と
思
っ
た
ら
、ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
ま
す
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
で
来
所
さ
れ
る
個
人

の
方
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
し

た
い
」と
い
っ
た
相
談
や「
企
業
で
社
会
貢
献
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
」と
い
う
よ
う
な
組
織
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

│
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』誌
は
ど
う
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？

例
え
ば
、国
際
協
力
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
人
は
、き
っ
と

国
際
協
力
に
つ
い
て
の
知
識
や
活
動
事
例
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
専
門
誌
を
読
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、〝
大
衆
誌
〞と
し
て
の
あ
り

方
か
な
、と
思
い
ま
す
。
国
際
協
力
の
活
動
を
し
て
い
る
人
は
、他

の
分
野
に
つ
い
て
は
、も
し
か
し
た
ら
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
。〝
大
衆
誌
〞と
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
わ
か

り
や
す
く
取
り
上
げ
、い
か
に
よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
が
つ
な
が
っ
て
い
け
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
と
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
情
報
誌
の
役
割
は
、単
に
情
報
を
伝
え

る
だ
け
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市

民
活
動
の
持
つ〝
価
値
〞を
い
か
に
多
く
の
人
に
共
感
的
に
伝
え
て

い
け
る
か
、で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
こ

の
団
体
は
今
こ
う
い
う
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
」と
い
う
よ
う
な

具
体
的
な
情
報
も
掲
載
す
る
こ
と
で
、読
者
の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
、

市
民
や
組
織
を「
つ
な
ぐ
」と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
の
主
要
な
媒

体
の
ひ
と
つ
が
情
報
誌『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』だ
と
い
う
意
識
を
も

つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

2020年～、
新型コロナウイルス感染症流行。

東日本大震災（2011年）については現地取材を行い、
発災直後から3年後、5年後、10年後の4度にわたり特集。

�多様であること�についての
意識化と議論がますます重要
になってきています。

当時はLGBTという言葉もまだ
ほとんど知られていませんでした。  
2007年11・12月号特集「セクシュ
アリティがみえてきた」。

時代の変化に対応すべく、2005年春の
「リニューアル創刊号」より誌面を一新。

00年代も後半の頃になると、
「貧困」の問題がより注目されるようになってきました。

視覚コミュニケーションという
視点から組んだフルカラー特集。 
1950年代からの各種資料を集め、
市民活動を過去に遡りました。

た
。
情
報
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、当
セ
ン

タ
ー
に
毎
日
寄
せ
ら
れ
る
膨
大
な
チ
ラ
シ
や
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
等
を

徹
底
的
に
読
み
込
み
、そ
こ
か
ら
抜
粋
し
て
文
字
に
起
こ
し
て
い

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
時
代
に
は
と
て
も
重
要
な
ペ
ー

ジ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
時
代
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？ 

当
時
と
今
と
を
く
ら

べ
て
み
て
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
時
は
、障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
た
め
の「
手
話
」や「
点
訳
」、

「
音
訳
」、「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」、「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」、在
宅
の
高
齢

な
方
の
た
め
の「
食
事
サ
ー
ビ
ス
」、「
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」、

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、外
国
ル
ー
ツ
の
方
た
ち
の
た
め
の「
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」な
ど
、地
域
ベ
ー
ス
で
の
活
動
が
た
く
さ

ん
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
っ
て
い
く
動
き
も
盛
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
当
セ
ン
タ
ー
の

会
議
室
を
利
用
し
に
い
ら
し
た
り
、そ
う
し
た
会
議
に
当
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
間
近
に
見
る
機
会
が
多
く
、私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
も
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
今
は
こ
の
こ
と
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
」と
い
っ
た
こ
と
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

主
婦
層
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
、地
域
社

会
の
た
め
に
必
要
だ
と
思
え
ば
、臆
す
る
こ
と
な
く
自
治
体
に
で

も
ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
い
っ
て
窮
状
を
訴
え
る
。
自
治
体
側
も

地
域
社
会
の
た
め
に
無
償
で
貢
献
し
て
く
れ
て
い
る
市
民
た
ち
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、交
渉
が
続
い
て
い
く
中
で
、改
善
の

糸
口
が
見
え
て
く
る
。
そ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

組
織
で
は
な
く
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
動
い
て
い
る
の
が
よ
く

見
え
る
と
い
う
か
、「
顔
の
見
え
る
社
会
」と
言
っ
た
ら
よ
い
の
か

1998年3月、NPO法成立。 成立実現の背景には市民側の活発な議論と
働きかけがあり、本誌でも成立前より数回にわたって特集を組みました。

2000年のインターネット特集。 
インターネットが本格的に社会に浸透
しはじめた頃。 とはいえ、SNS等はまだ
存在していませんでした。

「ボランティア・NPOと行政とのパ
ートナーシップってなんだろう??」

（1996年7月号）。 本誌特集に初め
て「NPO」という言葉が登場。

2000年7月～、三宅島噴火災害。
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存在価値を取り戻し、社会的孤独を解消したい
～家から出られない外出困難を経験して～

セルフヘルプ
という力㉙
当事者の歩み編

つやかさん

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
家
か
ら
出
ら
れ
な

い
外
出
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
が
、
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
当
事
者
、
つ
や
か
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

天
井
と
に
ら
め
っ
こ
の
日
々
、

自
死
を
考
え
る
ま
で
に

　

私
の
場
合
、「
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
」、

「
出
に
く
い
」
と
い
う
よ
う
な
状
況
は
、

脳
内
の
器
官
障
害
、
精
神
障
害
に
よ
る
も

の
で
す
。
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

起
き
上
が
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
家
か

ら
一
歩
も
、
と
い
う
よ
り
も
ト
イ
レ
に
行

く
の
も
大
変
な
状
況
に
な
り
、
外
出
困
難

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

病
名
は
、
双
極
性
感
情
障
害
で
す
。
25

歳
の
時
に
発
症
し
ま
し
た
。
通
勤
し
て
い

る
電
車
の
中
で
、
あ
る
日
バ
タ
ッ
と
倒
れ

て
し
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
も
う
記
憶
が
あ

い
ま
い
で
、
病
院
に
通
っ
て
何
か
月
も
か

け
て
調
べ
た
ら
双
極
性
感
情
障
害
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
当
時
は

違
う
病
名
を
言
わ
れ
た
の
で
す
け
ど
も

…
。
倒
れ
る
前
に
、
何
か
お
か
し
い
な
っ

て
い
う
の
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
忙

し
い
で
す
し
、
転
職
し
た
ば
か
り
で
…
。

前
職
が
あ
る
と
言
っ
て
も
社
会
人
２
、３

年
生
で
し
た
か
ら
仕
事
に
対
し
て
も
、
や

ら
な
き
ゃ
と
い
う
気
持
ち
で
自
分
の
異
変

を
や
り
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
社
会
的
孤
独
」
と
私
は
呼
ん
で
い
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
ず
っ
と
寝
た
き
り
の

状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、
布
団
の
中
で
一

日
過
ご
し
、
も
う
10
年
近
く
、
社
会
と
の

接
点
が
断
絶
さ
れ
て
、
非
常
に
孤
独
感
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
同
世
代
の
子
た
ち

は
、
社
会
人
と
し
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い

た
り
、
子
育
て
を
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

自
分
だ
け
が
こ
ん
な
に
ず
っ
と
天
井
と
に

ら
め
っ
こ
の
毎
日
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
、
自
分
の
存
在
価
値

を
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
段
々
、

自
死
を
考
え
る
ほ
ど
に
追
い
詰
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

症
状
は
、
酷
い
倦
怠
感
が
あ
り
、
双
極

の
症
状
で
は
な
い
の
で
す
け
ど
も
、
私
の

場
合
、
幻
覚
や
幻
聴
も
あ
り
ま
し
た
。
誰

か
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

私
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
見
え
な

い
敵
と
ず
っ
と
闘
っ
て
い
る
状
況
で
し

た
。
幻
覚
と
か
幻
聴
に
は
、
波
が
あ
り
、

結
構
ハ
イ
に
な
っ
て
い
る
…
と
い
う
よ
う

な
状
況
で
、
落
ち
込
ん
で
い
く
と
共
に
、

物
凄
い
倦
怠
感
に
襲
わ
れ
て
全
く
動
け
な

く
な
る
感
じ
で
す
。

　

当
時
は
独
身
で
、
今
の
夫
と
同
棲
し
て

い
ま
し
た
。
同
じ
会
社
だ
っ
た
の
で
、
一

緒
に
通
勤
し
て
い
る
時
に
私
が
倒
れ
て
、

病
気
に
な
っ
て
、
寝
た
き
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か

ら
な
い
で
す
し
、
ト
イ
レ
に
行
く
の
も
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夫
は
、
仕
事
か

ら
帰
っ
て
来
て
、
私
を
介
護
し
て
、
ま
た

出
て
行
っ
て
と
い
う
生
活
で
、
も
う
結
婚

は
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
相

手
の
負
担
に
な
る
だ
ろ
う
と
結
婚
を
諦
め

る
し
か
な
い
と
思
っ
て
、「
こ
ん
な
状
態
だ

か
ら
別
れ
よ
う
」
と
言
っ
た
の
で
す
け
ど
、

夫
が
支
え
続
け
て
く
れ
、
結
婚
し
ま
し
た
。

症
状
と
闘
い
な
が
ら
も

生
き
生
き
で
き
る
場
所
を
求
め
て

　

発
症
し
た
当
初
は
、
寝
た
き
り
で
、
孤

独
感
が
凄
か
っ
た
で
す
。
夫
が
帰
っ
て
来

る
ま
で
誰
と
も
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん
。
当
時

は
ま
だ
そ
ん
な
に
動
画
投
稿
サ
イ
ト
も
盛

ん
で
は
な
か
っ
た
し
、
家
で
で
き
る
こ
と

は
、
本
当
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
体
調

的
に
も
そ
う
で
す
し
、
自
分
が
ど
こ
に
も

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
、
社
会
の
ど
こ
に

も
所
属
し
て
い
な
い
と
い
う
状
態
が
本
当

に
辛
く
て
。「
も
う
死
ん
じ
ゃ
お
う
か
な
」

み
た
い
な
こ
と
を
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
同
時
に
「
こ
の
苦
し
み
を
、
他
の
人

セルフヘルプ・当事者活動は、生
きづらさや困難・悩みを抱える人、
同じ経験をした人やその家族など
が「ひとりじゃない」と実感でき、
仲間や社会とつながりを持つ活動
です。「当事者の歩み編」では、さ
まざまな経験や状況を生きる方々
の個人の歩みをうかがいました。
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集
め
る
中
で
、
障
害
を
持
っ
た
人
や
障
害

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
社
会
的
に
出
に
く

い
人
が
沢
山
い
る
の
だ
と
す
ぐ
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
が
流

行
っ
て
い
て
「
あ
あ
、
こ
の
人
も
私
と
同

じ
病
気
な
ん
だ
」
と
知
っ
た
り
、
う
つ
の

方
は
よ
く
発
信
さ
れ
て
い
て
「
こ
の
人
も

そ
う
い
う
ふ
う
に
外
出
困
難
者
な
ん
だ
」

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ

調
べ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
人
た

ち
と
交
流
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
あ

あ
、
私
と
同
じ
よ
う
な
思
い
を
し
て
る

人
っ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
気
づ
い
た
ん
で

す
。

　

苦
し
か
っ
た
時
期
は
、
動
画
投
稿
サ
イ

ト
で
ひ
っ
そ
り
と
発
信
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ぐ
ら
い
で
す
。
本
当
に
何
も
で

き
な
か
っ
た
の
で
。
考
え
る
こ
と
も
で
き

な
い
、
思
い
も
つ
か
な
い
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
毎
日
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
精
一

杯
で
、
今
日
も
一
日
生
き
て
終
わ
っ
た
と

い
う
感
じ
が
大
き
く
て
、
試
行
錯
誤
ま
で

に
も
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

少
し
し
て
、
ヨ
ガ
の
資
格
取
得
に
挑
戦
し

ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
体
調
が
ダ
メ
…
と
、

苦
し
か
っ
た
で
す
。
今
の
（
自
分
の
身
体

と
上
手
に
つ
き
合
っ
て
い
け
る
）
状
態
に

持
っ
て
い
け
る
ま
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
考
え
た
り
工
夫
し
て
は
、
失
敗
の
繰
り

返
し
で
し
た
。

　
「
こ
ん
な
に
苦
し
い
辛
い
思
い
を
他
の

人
に
さ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
、

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
」
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。「
あ
な
た
は

必
要
と
さ
れ
て
る
場
所
が
あ
る
よ
」
と
。

そ
ん
な
場
所
が
つ
く
れ
な
い
か
、
自
分
が

生
き
生
き
と
し
て
い
ら
れ
る
場
所
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
社
会
的
孤

独
か
ら
解
放
さ
れ
、
ス
キ
ル
を
活
か
し
て

人
生
を
カ
ラ
フ
ル
に
生
き
よ
う
、
と
い
う

思
い
が
あ
る
ん
で
す
。

　

病
気
に
つ
い
て
、
夫
も
あ
ま
り
知
識
が

無
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
私
が
幻
聴
や

幻
覚
を
見
て
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
ら
、

と
り
あ
え
ず
抱
き
締
め
て
落
ち
着
か
せ
る

と
か
、
し
ん
ど
い
と
言
っ
た
ら
、
お
ぶ
っ

て
ト
イ
レ
に
行
か
せ
て
く
れ
る
と
か
、
介

護
を
し
て
く
れ
る
日
々
で
し
た
。

　

当
時
と
比
べ
る
と
今
は
、
だ
い
ぶ
変
わ

り
ま
し
た
。
症
状
も
幻
聴
や
幻
覚
と
い
う

の
は
暫
く
見
て
い
な
い
し
、
落
ち
込
む
と

い
う
の
は
多
少
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
慣

れ
と
い
う
か
経
験
で
、「
今
日
は
調
子
が

悪
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
予
定
を
調
整
し
よ

う
」
と
か
、「
お
薬
も
ら
い
に
行
っ
て
少
し

安
定
さ
せ
よ
う
」
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ

で
自
分
の
身
体
と
上
手
く
つ
き
合
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
症
状
と

し
て
は
凄
く
安
定
し
て
い
ま
す
。
発
症
当

時
は
ど
ん
な
症
状
が
出
て
く
る
か
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、そ
れ
に
対
し
て
毎
回
び
っ

く
り
し
て
、「
ど
う
し
よ
う
」
と
そ
の
場

そ
の
場
で
対
応
し
て
い
た
の
が
、「
あ
あ
、

こ
う
い
う
感
じ
ね
」
み
た
い
な
感
じ
で
、

対
処
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
は
大
丈
夫
な
の
で
す
け
ど
、
親
は
当

時
、「
何
で
障
害
者
手
帳
取
る
の
？
」
と

い
う
感
じ
で
、
障
害
を
認
め
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
受
け
止
め
き
れ
な
か
っ
た
み

た
い
で
す
。「
自
分
の
子
が
そ
ん
な
こ
と

に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」
と

い
う
よ
う
な
反
応
を
さ
れ
ま
し
た
。
遺
伝

性
だ
と
伝
え
る
と
「
う
ち
に
は
そ
ん
な
人

は
い
な
い
」
み
た
い
な
（
笑
）。　
　

　

特
に
母
親
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

て
、
わ
か
っ
て
も
ら
う
ま
で
は
凄
く
大
変

で
し
た
。
夫
と
は
違
い
、
両
親
は
一
緒
に

暮
ら
し
て
お
ら
ず
、
大
変
な
部
分
を
見
て

い
な
い
の
で
、「
そ
ん
な
訳
が
な
い
」
と

思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
時
に
電
話
し
て
し
ま
っ
た

り
、
段
々
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

か
、「
あ
あ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
苦
し
ん

で
る
ん
だ
」
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
よ
く
、「
や
っ

ぱ
り
一
番
苦
し
ん
で
る
の
は
本
人
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
は
10
年
ぐ
ら

い
は
か
か
り
ま
し
た
（
笑
）。

外
出
困
難
者
の
出
番
と

居
場
所
を
つ
く
り
た
い

　

私
と
同
じ
よ
う
に
家
か
ら
出
ら
れ
な

い
、
出
に
く
い
状
態
の
人
が
沢
山
い
る
こ

と
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
病
気
に
な
っ

た
直
後
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
。
自
分
で
情
報
を
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そ
れ
が
一
番
大
き
い
で
す
。
こ
の
気
持
ち

と
社
会
に
必
要
と
さ
れ
た
い
と
い
う
自
分

の
欲
望
に
折
り
合
い
を
つ
け
た
時
、
私
が

今
や
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
同
じ

よ
う
に
外
出
が
困
難
な
人
た
ち
と
色
々
な

部
活
動
を
す
る
活
動
は
、
私
に
ピ
ッ
タ
リ

で
し
た
。

　

外
出
困
難
者
と
い
う
の
は
、
政
府
の
調

査
で
も
百
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
益
々
、
外
出
し
に
く
く
な
っ
た

人
が
沢
山
い
ま
す
。
こ
の
現
状
の
中
で
ど

う
や
っ
て
居
場
所
を
つ
く
っ
て
行
く
か
。

孤
独
っ
て
本
当
に
自
死
に
ま
で
追
い
込
ん

で
し
ま
う
。
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
人
が

い
る
こ
と
を
実
際
に
私
は
見
て
き
ま
し

た
。
そ
う
い
う
人
を
つ
く
ら
な
い
、
そ
し

て
外
出
困
難
者
が
沢
山
い
る
こ
と
も
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

�

佐
藤
新
哉
（
編
集
部
）

�

安
井
忍
（
相
談
担
当
）イラスト　フローラル信子
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読者 の声  ～本誌373号より～

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日
：�

�
�

や
っ
て
み
よ
う
、
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・「
ど
こ
か
へ
行
っ
て
何
か
を
手
伝
う
」
と

い
う
肉
体
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
体
力
、

時
間
な
ど
の
問
題
か
ら
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

が
課
題
と
し
て
つ
き
ま
と
う
が
、
こ
う

い
っ
た
「
自
分
の
不
用
品
を
寄
付
箱
に
入

れ
る
」
と
い
う
小
規
模
な
間
接
的
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
年
代
や
性
別
等
の
条
件
の
縛
り

が
な
く
、
と
て
も
取
り
組
み
や
す
い
素
晴

ら
し
い
活
動
だ
と
思
う
。 

◇
特
集
：
若
者
に
寄
り
添
う
市
民
活
動
２

　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
を
考
え
る

・
今
回
の
特
集
で
は
、
支
援
者
か
ら
、
当
事

者
か
ら
、
そ
し
て
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
ど
も
に
関
し
て
、
と
３
つ
の
視
点
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
た
い
へ
ん
わ
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
制
度
面
で
の
支
援
が

必
須
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
活

動
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
社
会
課

題
だ
と
思
う
の
で
、
今
後
も
ま
た
継
続
的

に
取
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

◇
あ
す
マ
ネ
：
食
を
介
し
た
活
動
と

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
始
め
方

・ 

も
の
余
り
の
偏
在
が
社
会
の
歪
み
を
大
き

く
し
て
い
る
。
そ
れ
を
「
コ
ロ
ナ
禍
」
が

気
づ
か
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。

・
活
動
内
容
、
活
動
対
象
、
方
法
な
ど
十
分

な
検
討
と
工
夫
が
必
要
で
、
一
時
的
な
思

い
つ
き
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
既
存
の
団
体
に
協
力

す
る
こ
と
も
大
事
な
支
援
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

◇
つ
ぶ
や
き
ブ
レ
イ
ク
：
パ
ダ
ウ
の
国

・
ニ
ュ
ー
ス
で
ビ
ル
マ
の
現
状
に
つ
い
て

知
っ
て
も
、
自
分
に
は
何
も
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
情
報
に
関

心
を
も
つ
こ
と
、
よ
く
知
る
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
る
支
援
が
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
に
心
を
痛
め
て
い
る

人
は
多
い
と
思
う
が
、
い
ざ
支
援
活
動
と

な
る
と
、
手
が
出
な
い
。
ビ
ル
マ
料
理
の

店
に
出
向
く
、
と
い
う
の
は
名
案
。

◇
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
と
い
う
力
：
Ｈ
Ｓ
Ｐ

・
Ｈ
Ｓ
Ｐ
と
い
う
言
葉
も
知
っ
て
は
い
ま
し

た
が
、
細
か
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

実
際
Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
方
の
声
を
聞
い
て
色
々
分

か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

◇
い
い
も
の�

み
ぃ
～
つ
け
た
！
：�

�

す
い
ー
つ
ば
た
け

・
つ
み
つ
み
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
の
デ
ザ
イ
ン
が

と
て
も
か
わ
い
く
て
、
子
ど
も
に
人
気
が

あ
り
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　わたしたちは社会福祉法人大田幸陽会まごめ園で
す。大田区に根差した法人で、地域との関わりを大
切にしながら運営をしています。
　まごめ園は就労継続支援Ｂ型・生活介護（多機能型）
の施設です。一人ひとりの地域生活の支援や、得意
を生かした製品つくりや活動をしています。
　地域の町内会とも連携をし、一体となって開催す
る園祭はまごめ園を代表するイベントです！地域の
方と一緒になって神輿を担ぎ、ねり歩く様は圧巻で
す。コロナの影響で開催できていませんが、心待ち
にしながら日々活動をしています。
　第２、第４金曜日（13：30～14：15）は、まご
め園前で私たちの作った商品を販売しています。焼
き菓子やステンシル布巾、ポチ袋など、地域の方か
らもご好評いただいています。
　お近くを通られた際には、
ぜひお立ち寄りください。

Vol.
33

〒 143-0027　東京都大田区中馬込 2-3-19
03-3773-0777　 03-3773-0984
magomeen@garnet.broba.cc
https://ota-koyokai.or.jp/magomeen/

33 44

（表 3）」

地域で愛される

焼き菓子や雑貨たち

社会福祉法人大田幸陽会　まごめ園

1 ��心をこめて作った焼き菓
子です。ホッとするひと
時に。

2 �ひとつひとつ丁寧にス
テンシルした、表情豊
かな布巾です。

3 �１日の疲れが取れます
よーに。しゅわしゅわの
泡で癒されます。（浴用
雑貨）

4 �気持ちの伝わる、環境
にも優しい紙パックか
らできたポチ袋です。

11

22
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表 4

ISBN978-4-909393-31-9 C2036 ¥364E

好評発売中 !!
活動にぴったりな助成金探しを応援！

ボランティア・市民活動
助成ガイドブック ２０２１－２０２２

民間助成財団などが募集
しているボランティア・
NPOに関する助成金・
表彰・融資情報をまとめ
た１冊！

◆オトクな５つのポイント
① 86 団体の助成情報
② 12 団体の表彰情報
③ 6 団体の融資情報
④申請書見本つき（一部）
⑤申請のコツも掲載！

東京ボランティア・
市民活動センター

〒 162-0823
東京都新宿区神楽河岸 1-1

セントラルプラザ 10 階
　TEL 03-3235-1171
　FAX 03-3235-0050
　http://tvac.or.jp/manten

発行・お問い合わせ先

A4 ／ 180 ページ
定価 880 円（税込）
※ 送 料 300 円（ 総 額

3000 円以上無料）

◆もくじ
Ⅰ　助成金申請の５つのステップ
Ⅱ　助成を受けた事業で困ったときは　
Ⅲ　助成を受けた次の年
Ⅳ　コロナ禍における活動の工夫　NEW
Ⅴ　助成・表彰・融資事業実施団体紹介と募集概要
Ⅵ　助成・表彰・融資事業実施団体連絡先等一覧
Ⅶ　東京都社会福祉協議会民間助成団体部会ごあんない

助成金の
申請を考

えている

方、必見の
ページです

！

お電話、FAXのほか、右記の二次元バーコードからもご注文いただけます。
また、書店からのお取り寄せもできます。
東京ボランティア・市民活動センターのホームページ「ボラ市民ウェブ」
にも、助成金の募集に関する情報を掲載しています。

ご注文 助成金情報
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